
5０３

畏
吾
児
人
間
に
於
け
る
法
律
・
財
政
用
語
工
）

シ羽
ヤ
フ
ェ
ル
オ
ー
ル
ユ

　

ア
ハ
メ
″
ト

田

明

譚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

　
　

し

　
　

が

　
　

き

　

此
處
に
掲
載
す
る
の
は
ト
ル
Ｊ
、
イ
ス
タ
ヱ
ブ
ル
大
學
所
属
、
土
耳
古
學
研
究
所
の
機
開
雑
誌
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｔ
　
　
　
　
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
-

Ａ
Ｓ
Ｉ
（
土
耳
古
學
雑
誌
）
の
第
四
巻
（
一
九
三
四
年
）
所
載
の
９
ｆ
ｅ
ｒ
ｏ
ｇ
ｌ
ｕ
　
Ａ
ｈ
ｍ
ｅ
ｔ
氏
の
論
文
”
Ｉ
い
『
ｙ
ｇ
ｕ
ｒ
l
a
ｒ
ｄ
ａ
　
Ｈ
ｕ
ｋ
ｕ
ｋ
　
ｖ
ｅ
　
M
a
l
i
ｙ
ｅ

Ｉ
ｓ
ｔ
i
l
a
h
l
a
n
”
の
珊
譚
で
あ
る
。
著
者
に
就
い
て
は
本
論
文
の
首
に
土
耳
古
言
語
・
歴
史
科
講
師
と
あ
る
の
に
据
つ
て
其
の
身
分
を

知
り
得
る
他
に
、
氏
の
著
作
と
し
て
筆
者
の
目
賭
し
得
た
も
の
に
一
九
三
四
、
三
七
、
三
八
年
の
三
度
に
分
け
て
出
版
さ
れ
た
ウ
イ

グ
ル
語
駐
彙
（
(
Ｕ
ｙ
ｇ
ｕ
ｒ
　
Ｓ
ｏ
ｚ
l
i
i
g
i
i
)
)
が
あ
る
。
此
は
従
来
の
ウ
イ
グ
ル
文
書
に
開
す
る
諸
研
究
の
結
果
を
集
大
成
し
た
も
の
で
、
’
本

論
文
は
そ
の
編
纂
に
際
し
て
の
副
産
物
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
ウ
イ
グ
ル
語
附
彙
と
名
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
ｘ
、
所
謂
ウ
イ

グ
ル
文
書
の
言
語
の
み
な
ら
す
、
そ
れ
以
前
の
原
ウ
イ
グ
ル
語
と
も
孵
す
べ
き
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
　
　
　
Ｂ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｓ
ｕ
ｎ
碑
文
は
素
よ
り
オ
ル
Ｊ
ン
碑
文

の
言
語
に
迄
潮
る
も
の
で
一
種
の
古
代
ト
ル
Ｊ
語
附
典
で
も
あ
る
。

　

噺
興
ト
ル
こ
ハ
和
國
が
赦
Ｋ
ｅ
ｍ
ａ
ｌ
　
Ａ
ｔ
ａ
　
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
　
　
Ｑ
指
幕
下
忙
近
代
國
家
と
し
ｔ
心
自
『
こ
首
で
企
ｔ
ｘ
ぶ
末
、
同
國
に
於
け
る
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吋

　
　

ナ
シ
。
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
勢
は
著
し
い
も
の
で
、
元
来
ト
ル
ニ
器
曹
聾
を
現
は
す
に
辿
せ
す
極
め
て
不
便
の
多
か
っ
た
Ｉ
フ
ビ
ア

　
　
　

文
字
を
其
の
永
い
傅
統
に
捉
は
れ
る
こ
と
無
く
果
敢
に
棄
て
去
っ
て
、
ラ
テ
ン
文
字
に
基
く
新
ト
ル
Ｊ
文
字
を
制
定
し
、
且
萬
策
を

　
　
　

憲
し
て
其
の
使
用
を
短
期
間
に
普
及
せ
し
め
得
・
た
驚
異
的
事
資
は
何
人
も
承
知
し
て
ゐ
る
處
で
あ
る
が
、
斯
様
だ
外
形
的
だ
國
字
改

　
　
　

良
に
止
ら
す
、
内
容
的
に
も
新
来
の
特
殊
の
宗
教
事
情
と
文
學
上
の
ペ
ダ
ン
ー
て
ス
ム
の
自
然
の
諮
結
と
し
て
、
日
常
語
の
過
牛
数

　
　
　

を
占
め
る
航
態
に
達
し
て
ゐ
だ
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ペ
ル
シ
ャ
語
か
ら
の
借
川
語
を
能
ふ
限
り
清
算
し
て
自
ら
の
言
語
を
持
た
う
と
努
め

　
　
　

た
の
は
藍
し
富
然
の
こ
と
で
あ
る
。
此
の
見
地
か
ら
ｊ
Ｓ
Ｏ
ｓ
m
a
n
l
i
語
と
新
ト
ル
ｎ
語
と
が
截
然
罷
別
さ
れ
、
此
の
目
的
の
篤
に
國
語

　
　
　

調
査
會
（
Ｔ
ｉ
ｉ
ｒ
ｋ
　
D
i
l
　
Ｋ
ｕ
ｒ
ｕ
m
ｕ
略
栃
Ｔ
.
　
Ｉ
）
・
内
）
が
刊
行
し
た
餅
書
も
数
種
類
に
上
っ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

さ
り
乍
ら
、
新
ト
ル
Ｊ
語
の
形
成
に
営
っ
て
、
輦
に
外
来
語
を
省
い
て
囚
有
語
を
以
て
此
に
置
き
代
へ
る
と
云
ふ
方
法
匙
探
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　

と
が
不
可
能
尽
程
に
固
有
語
の
貧
困
を
き
た
し
て
ゐ
た
ト
ル
Ｊ
國
に
於
い
て
は
、
勢
同
國
内
は
元
よ
り
亜
細
亜
各
地
に
散
在
し
て
ゐ

　
　

4
4

　
　
　

る
同
族
の
方
言
を
探
集
す
る
と
倶
に
、
一
般
ト
ル
Ｊ
族
の
過
去
の
言
語
的
遺
物
の
研
究
を
行
は
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
國
語
調
査
會

　
　

一

　
　
　

雖
行
の
「
ト
ル
コ
方
言
集
」
、
Ｆ
ｕ
ａ
ｄ
　
Ｋ
ｏ
ｐ
ｒ
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
　
Ｚ
ａ
ｄ
ｅ
教
具
昌
セ
針
牡
頴
群
諮
べ
に
引
Ｕ
詣
懸
鈴
難
言

　
　
　

嗜
泌
）

　

の
民
譚
集
H
a
m
i
ｔ
　
Ｚ
ｉ
ｉ
ｂ
ｅ
ｙ
ｒ
　
＆
　
Ｉ
ｓ
ｈ
ａ
ｋ
　
Ｒ
ｅ
ｆ
ｅ
ｔ

　

の
ア
ナ
ト
リ
ア
方
言
阻
書
な
ど
は
前
者
の
傾
向
の
現
れ
で
あ
り
、
突
獣

　
　

ｘ

　

砕
文
、
回
鴉
碑
文
の
研
究
や
本
論
文
の
著
者
の
著
作
等
は
後
者
。
の
傾
向
に
易
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
（
昌
付
言
恥
牡
詰
叫

　
　
　

Ｋ
.
の
出
版
物
と
し
て
H
i
i
ｓ
ｅ
ｙ
i
n
　
Ｎ
ａ
ｍ
ｉ
ｋ
　
Ｏ
ｒ
ｋ
ニ
ｎ
氏
の
「
突
瀕
碑
文
、
」

　
　
　

同
鵬
碑
i
？
<
Ｓ
ｉ
７
;
ｊ
'
｡
ｔ
.
ｓ
k
i
　
T
i
i
ｒ
ｋ
　
Ｙ
ａ
ｚ
i
i
l
a
n
l
こ
戸
６
.
　
Ｉ
ｓ
t
ａ
ｍ
ｂ
ｕ
l
.
が
あ
る
（
。

　
　
　
　

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
大
學
は
新
帝
國
時
代
一
八
六
九
年
に
｛
｝
ａ
ｒ
　
i
i
l
　
Ｆ
ｕ
ｎ
ｉ
ｉ
ｎ
（
科
學
堂
‥
大
學
）
の
で
フ
ビ
ア
名
を
冠
し
て
開
か
れ

　
　
　

た
も
の
が
共
の
前
身
で
、
今
日
で
は
フ
ラ
Ｊ
ス
風
に
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
i
ｔ
ｅ
と
呼
ば
れ
、
法
文
等
の
四
學
部
と
附
屈
の
専
門
學
校
を
含
む
大

　
　
　

學
で
あ
る
が
、
共
和
國
は
首
都
Ａ
ｎ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
に
も
更
に
一
つ
の
大
學
を
設
け
・
だ
。
此
の
學
校
は
元
来
官
吏
養
成
の
機
開
と
し
て
一
九
二



50５

六
年
先
づ
法
學
部
の
み
を
設
け
た
も
の
で
、
宛
も
満
洲
國
の
大
同
犀
院
に
相
富
十
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
の
巴
里
滞

在
中
（
一
九
三
六
上
二
八
）
に
支
那
語
の
教
授
を
此
の
大
學
よ
り
求
め
て
来
て
ゐ
る
こ
と
を
聞
き
、
叉
同
大
學
の
留
學
生
が
、
恐
ら
く

古
代
ト
ル
つ
史
閑
明
の
補
助
學
科
習
得
の
認
で
あ
ら
う
、
巴
・
里
東
洋
語
學
校
に
支
那
語
研
究
に
来
て
ゐ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ト
ル
’

學
者
と
し
て
令
名
の
あ
る
Ｇ
ａ
ｂ
ａ
ｉ
ｎ
女
史
も
ア
ン
カ
ラ
の
大
學
に
聘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
（
宮
崎
助
教
授
注
）
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

其
の
後
此
の
大
學
に
も
文
學
部
が
出
来
て
ト
ル
ご
學
の
研
究
が
根
本
的
に
行
は
れ
て
ゐ
る
に
相
違
な
い
。

　

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ｒ
ｏ
ｇ
ｌ
ｕ
氏
に
は
一
九
三
一
年
刊
の
Ａ
ｂ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｖ
ｙ
ａ
ｎ
｡
　
K
i
ｔ
ａ
ｂ
　
a
l
-
i
d
ｒ
ａ
ｋ
　
l
i
'
l
i
ｓ
ａ
ｎ
　
a
l
-
ｅ
ｔ
ｒ
ａ
ｋ
（
ト
ル
コ
、
ア
ラ
ビ
ア
文
）
な
る
著

書
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
ゐ
る
が
其
の
内
容
に
就
い
て
は
全
然
之
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
本
論
文
中
に
云
ふ
處
に
据
れ
ば
、
先
に

「
原
ト
ル
’
語
雑
誌
」
Ｏ
ｚ
　
Ｔ
ｉ
ｉ
ｒ
ｋ
　
D
i
l
i
　
１
９
３
３
に
本
論
文
と
ほ
ゞ
同
様
の
表
題
下
に
執
筆
し
た
山
で
あ
る
が
、
此
も
素
よ
り
參
照
す

る
を
得
た
か
っ
た
。
唯
本
論
文
の
母
醒
と
し
て
内
容
に
は
大
差
な
き
も
の
と
思
は
れ
る
。

　

以
上
主
と
し
て
ト
ル
Ｊ
共
和
國
に
於
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
蓮
動
の
言
語
研
究
へ
の
現
れ
を
見
、
そ
の
中
に
於
い
て
本
論
文
の
著

者
の
著
作
が
如
何
た
る
位
置
を
占
め
る
か
に
論
及
し
た
の
で
あ
る
が
、
過
去
の
中
央
亜
細
亜
忙
於
け
る
ト
ル
ご
族
の
活
動
が
、
元
来

濁
立
自
尊
の
傾
き
を
有
す
る
ナ
シ
。
ナ
リ
ズ
ム
の
波
に
乗
っ
で
、
極
め
て
高
く
評
價
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
本
論
文
を
一
讃
さ
れ
て
も

了
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
イ
ラ
ン
や
支
那
等
の
如
く
判
然
た
る
歴
史
を
持
つ
異
民
族
は
別
と
し
て
も
、
蒙
古
族
や
浦
洲
族
な
ど
所

謂
Ｆ
ａ
ｎ
-
Ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
族
に
属
す
る
と
も
云
へ
る
民
族
は
、
全
て
此
を
ト
ル
ー
族
も
し
く
は
そ
の
類
族
と
し
て
扱
は
う
と
す
る
論
者
も
あ

る
様
で
あ
る
。
良
か
れ
悪
し
か
れ
か
ｘ
る
考
へ
が
ト
ル
Ｊ
人
間
に
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
一
撫
本
謬
文
闘
讃
の
努
を
取
ら
れ
る
諸
彦

へ
御
注
意
申
し
て
｀
‘
い
た
方
が
良
い
様
に
思
は
れ
る
。

　

慄
々
ト
ル
’
國
學
界
の
研
究
對
象
が
我
々
の
東
洋
史
Ｑ
領
域
に
及
ん
で
来
て
ゐ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
其
の
趨
勢
を
も
少
し
詳
し
く

-45-



叱

　

知
り
度
い
と
敵
０
　
乍
ら
、
種
々
０
　
事
倍
～
－
筆
者
の
不
精
は
云
は
す
も
が
な
、
書
物
ご
入
手
が
極
め
て
阿
難
で
あ
る
こ
と
等
ｏ

　
　
　

か
ら
唯
念
願
た
る
ま
ｘ
に
経
過
し
て
何
ら
新
し
い
知
見
を
加
へ
得
ぬ
こ
と
を
残
念
に
思
っ
七
ゐ
志
の
で
あ
る
が
、
欧
洲
よ
り
錨
来
後

　
　
　

暫
く
棄
て
Ｘ
省
み
な
か
っ
た
ト
ル
Ｊ
１
　
學
習
の
篤
に
讃
み
始
。
め
た
の
が
本
論
文
で
あ
っ
て
、
適
々
筆
者
の
手
許
に
存
在
し
た
が
故
に

　
　
　

取
上
げ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ト
ル
Ｊ
學
界
の
言
語
乃
至
歴
史
研
究
の
論
文
中
に
、
東
洋
史
に
開
連
あ
る
も
の
に
限
る
に
し
て
も
此

　
　
　

以
上
の
好
論
文
が
兄
富
ら
ぬ
と
云
ふ
様
な
わ
け
で
は
さ
ら
に
な
く
、
果
し
て
幾
莫
の
價
値
が
あ
る
も
の
か
さ
へ
賢
明
な
讃
者
の
批
判

　
　
　

に
侯
っ
他
は
な
い
有
様
で
あ
る
。

　
　
　
　

も
っ
と
も
此
を
謬
出
し
て
貴
重
な
紙
面
を
汚
す
こ
と
に
決
心
し
た
の
に
は
、
以
上
の
他
に
も
１
　
然
理
由
が
な
い
わ
け
で
は
た
い
。

　
　
　

ト
ル
Ｊ
學
の
領
域
に
於
い
て
欧
洲
で
は
既
に
多
く
の
輝
か
し
い
研
究
が
積
ま
れ
て
ゐ
る
の
に
、
我
が
國
に
於
い
て
は
、
大
谷
探
瞼
除

　
　
　

の
収
獲
そ
の
他
に
多
少
の
開
係
文
書
が
存
在
す
る
に
も
開
ら
す
、
此
の
種
法
律
文
書
の
研
究
は
極
め
て
乏
し
く
、
直
接
賃
料
を
解
讃

し
た
も
の
と
し
ｔ
は
佛
典
を
除
け
ば
僅
か
に
「
回
鸚
文
女
７
　
膏
波
文
書
」
（
Ｊ
郎
匹
い
墳
丿
賃
づ
懸
ハ
巷
）
の
一
篇
が
あ
る
計
り
ミ
此

の
種
文
書
の
概
観
に
至
っ
て
は
ご

瞼
障
所
獲
文
書
解
説
中
に
簡
軍
乍
ら
邦
文
に
移
さ
れ
た
梢
具
酸
的
な
ウ
イ
グ
ル
文
書
概
観
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
此
處
に
第
一
回
分
と
し
て
掲
載
す
る
文
書
概
説
は
、
ウ
イ
グ
ル
文
書
な
る
も
の
χ
概
念
を
得
ん
と
す
る
人
々
の
手
引
と
も
な

ら
う
し
、
又
延
い
て
は
唐
宋
法
律
文
書
と
の
比
較
研
究
或
は
元
代
畏
吾
犯
人
祀
會
・
経
済
史
の
研
究
に
志
す
人
々
の
注
意
を
促
す
黙

も
あ
ら
う
か
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
又
次
琥
以
下
に
載
せ
る
筈
に
な
っ
て
ゐ
る
本
論
文
の
第
二
部
に
営
る
若
干
の
法
律
・
財
政
用
語

に
解
潭
を
施
し
た
部
分
は
本
格
的
に
文
書
の
研
究
を
企
圖
す
る
者
に
と
っ
て
參
照
の
必
要
が
あ
る
に
相
違
な
い
と
思
っ
た
こ
と
も
本

論
文
詳
出
を
思
ひ
立
た
せ
た
動
機
で
あ
る
。
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Ｘ

　

路
文
を
掲
げ
る
に
先
立
っ
て
慄
め
諸
彦
の
了
解
を
得
て
i
f
8
＊
j
度
い
と
と
は
、
本
謬
文
は
文
學
的
作
品
の
順
路
で
も
な
け
れ
ば
、
語

學
々
習
者
の
狐
を
思
っ
た
忠
賓
政
直
謬
で
も
な
く
、
専
ら
平
明
を
期
し
た
罵
の
’
で
、
著
者
の
記
す
處
は
洩
た
く
其
の
意
味
を
傅
へ
ん

こ
と
に
努
め
た
が
、
時
に
は
文
意
の
上
か
ら
語
句
を
剖
っ
た
り
補
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
、
か
な
ら
雫
し
も
原
文
の
逐
字
譚
で
は

な
い
こ
と
で
あ
る
。
鐸
者
の
語
學
力
の
不
足
せ
る
が
篤
に
若
干
の
誤
謬
を
生
す
る
で
・
あ
ら
う
こ
と
は
蓋
し
止
む
を
得
ぬ
次
第
で
此
處

に
讃
者
の
御
宥
恕
を
乞
う
て
む
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　

尚
原
文
に
ウ
イ
グ
ル
と
あ
る
個
所
は
原
ウ
イ
グ
ル
即
ち
回
屹
は
別
と
し
て
全
て
鐸
語
を
畏
吾
兄
に
統
一
し
た
が
、
其
は
文
書
が
主

と
し
て
元
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
へ
て
・
の
上
の
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
鐸
文
中
に
新
ト
ル
Ｊ
綴
字
を
探
用
し
た
開
係
上
念
の
篤
普
通
羅
旬
文
字
と
授
み
方
の
相
違
す
る
も
の
に
就
い
て
對
比
し
て

腿
言
上
の
注
意
を
左
に
記
し
て
お
・
く
。

○

　

○

dj（佛）

ｊ（英）

tｃｈ（佛）

ch〔英〕

①ｙ

　

前母吾綴中こ於イテ

②ｇｈ後母音綴中二於イテ

Ｃ=

　　　　

※但シ登吾二際シテ殆ンド

　　　　　

響カズ。

ヲーsｈ（英）

1 = (yen lusse)前母晋iニ對スル

　　　

モノo

6jiノ｀褐逸語二於ケル1･同ジ。
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追
記

　

本
論
文
は
、
ト
ル
「
語
の
敬
詞
研
究
に
際
し
て
泉
井
久
之
助
氏
が
此
を
參
照
さ
れ
た
こ
と
ご

　
　
　

同
氏
論
文
に
見
え
て
ゐ
る
。

-4６-

　

古
い
歴
史
を
持
つ
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ト
｛
ル
フ
ァ
ン
、
オ
ア
シ
ス
に
於
け
る
韮
掘
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
畏
吾
兄
人
開
係
の
多
数

の
断
片
的
文
書
中
に
は
、
本
来
の
畏
吾
兄
や
其
の
隣
接
部
族
は
元
よ
り
、
廣
く
一
般
ト
ル
Ｊ
族
の
法
律
・
財
政
用
語
と
密
接
に
開
係

あ
る
一
群
の
法
律
文
書
が
見
出
さ
れ
る
。
欧
洲
の
諸
學
府
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
注
目
す
べ
き
此
の
ト
ル
ｎ
語
及
び
ト
ル
Ｊ
文
明
の
遺

物
の
中
、
今
日
ま
で
の
處
そ
の
大
部
分
が
言
語
學
上
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
'
ｌ
Ａ
あ
る
が
、
若
干
研
究
さ
れ
て
を
り
、
或
る
種
の
も
の
は

幾
度
か
公
刊
さ
れ
て
ゐ
る
。
併
し
、
文
書
の
持
つ
法
律
的
諸
性
質
は
、
不
幸
に
も
永
年
貢
摯
な
研
究
の
對
象
と
は
な
ら
す
、
何
故
か

學
界
の
注
意
を
も
充
分
に
引
き
起
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。
唯
近
年
、
専
ら
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
翰
林
院
の
援
助
に
依
っ
て
狸
表
さ
れ
た

幾
つ
か
の
畏
吾
兄
文
書
が
、
一
佃
の
研
究
の
極
め
て
収
獲
多
き
も
の
で
あ
っ
た
の
と
相
侯
っ
て
、
法
律
的
見
地
よ
Ｌ
し
て
或
る
程
度

迄
古
代
ト
ル
フ
ァ
ン
沃
地
の
商
業
、
経
滸
生
活
の
閥
明
に
貢
献
し
た
。
吾
人
の
有
す
る
此
の
種
の
刊
行
文
書
を
利
用
す
る
に
富
っ
て

は
、
―
元
よ
り
編
者
の
悟
を
多
と
す
る
者
で
は
あ
る
が
、
－
周
到
な
注
意
を
彿
ふ
必
要
が
あ
る
こ
と
を
巾
し
添
へ
て
鳶
く
。
事

情
斯
の
如
く
で
あ
・
る
か
ら
、
残
念
乍
ら
幾
ら
か
の
法
律
・
財
政
用
８
　
の
價
値
及
び
種
類
は
未
だ
に
了
解
に
得
な
い
し
、
自
除
の
ト
ル

Ｊ
族
の
生
活
並
に
経
臍
組
織
を
參
考
に
し
て
も
、
現
在
の
所
は
脆
明
か
附
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
其
等
は
将
来
新
し
く
公
刊
さ
れ
る

法
律
文
書
の
研
究
に
僕
っ
こ
と
ｘ
し
て
、
此
處
に
は
唯
一
篇
の
愛
書
を
以
て
満
足
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

△
參
考
書
目
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

畏
吾
兄
法
律
文
書
の
公
刊
は
一
八
八
九
年
を
以
て
噺
矢
と
す
る
。
此
の
年
Ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｆ
ｆ
は
唯
一
個
の
賢
料
を
公
に
し
、
一
九
〇
五

｜

｜

ｊ



年
に
は
復
（
ｊ
ｒ
i
i
n
w
ｅ
ｄ
ｅ
ｌ
探
瞼
隊
に
依
り
支
那
に
於
い
て
獲
得
ざ
れ
た
諸
法
律
文
書
の
多
数
が
Ｉ
一
目
瞭
然
の
誤
謬
を
含
ん
で
は
ヽ

ゐ
る
が
、
―
世
に
附
ら
れ
・
柳
本
蒐
集
に
對
す
る
ラ
ト
ロ
プ
の
手
に
た
る
謬
を
件
っ
て
グ
リ
よ
ウ
ェ
ー
デ
ル
報
告
中
に
藤
表
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

れ
た
四
個
の
文
書
は
一
九
一
八
年
に
、
些
細
な
幾
つ
か
の
補
訂
及
び
註
程
を
加
へ
て
再
度
ｒ
ｎ
名
に
依
り
公
刊
さ
れ
た
。
さ
り
乍

ら
ル
Ｊ
″
ク
の
此
の
小
研
究
も
、
文
書
の
有
す
る
歴
史
的
文
化
的
重
要
性
か
ら
見
れ
ば
、
科
學
的
研
究
の
彦
物
と
し
て
し
か
く
成
功

し
た
も
の
と
は
見
倣
し
難
心
。
叉
同
著
者
は
一
九
一
九
年
、
ラ
ト
ロ
プ
が
グ
リ
Ｊ
ウ
ェ
ー
デ
ル
の
Ｂ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
中
に
第
十
二
番
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

蓑
を
以
て
狸
表
し
Ｕ
Ｓ
ｐ
.
に
も
同
番
胱
を
以
て
載
鎌
せ
る
文
書
を
Ｉ
い
く
ら
か
の
誤
り
を
含
ん
で
。
ゐ
る
１
１
狸
表
し
た
。
一
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

七
年
に
は
Ｍ
ａ
ｌ
ｏ
ｖ
教
授
が
、
一
は
貸
借
誼
書
に
関
係
し
、
他
は
育
買
に
開
係
し
た
二
つ
の
畏
吾
兄
法
律
文
書
の
公
刊
に
成
功
し
た
。

　
　
　
　

元
グ
リ
ュ
ン
ウ
ェ
ー
デ
ル
探
瞼
隊
が
一
九
〇
三
年
に
入
手
し
た
多
数
の
法
律
文
書
は
、
白
節
學
者
の
隨
時
将
氷
し
た
資
料
と
と
も

　
　
　

に
一
九
〇
四
年
ラ
ト
ロ
プ
が
整
理
刑
謬
し
て
「
畏
吾
兄
語
言
語
記
念
物
」
(
(
Ｕ
ｉ
ｇ
ｕ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｓ
ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ
ｒ
)
）

　

の
名
を
以
て
刎
冽

　
　
　

に
附
し
た
の
で
あ
る
が
・
、
同
書
は
著
者
の
死
（
一
九
一
八
年
）
後
十
年
を
純
て
一
九
二
八
年
に
↓
ロ
フ
氏
の
斡
旋
に
依
り
學
界
に
附
ら

　
　
　
　

①

　
　
　

れ
・
た
。
本
書
に
は
つ
ロ
フ
教
授
が
若
干
の
訂
正
並
び
に
解
憚
を
附
加
へ
で
ゐ
る
に
も
開
は
ら
す
、
元
著
者
の
二
十
年
前
に
犯
し
た
誤

　
　
　

謬
は
今
度
も
そ
の
儲
に
保
留
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
先
に
も
述
べ
た
通
り
か
ゝ
る
事
情
を
念
頭
に
お
い
て
、
文
書
を
利
用
す
る
こ
と

　
　
　

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　

最
後
に
最
も
近
頃
の
将
氷
品
に
属
し
、
マ
ロ
フ
氏
が
一
九
三
二
年
に
充
分
に
讃
み
こ
な
し
て
狸
表
し
た
六
佃
の
畏
吾
兄
法
律
文
書

　
　
　

が
あ
る

叩

此
等
の
も
の
は
第
二
回
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
探
瞼
隊
所
得
の
成
果
に
屡
す
る
。
斯
て
、
我
々
が
研
究
せ

　
　
　

ん
と
す
る
畏
吾
兄
法
律
文
書
は
専
ら
此
等
の
物
ふ
ら
成
立
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
将
来
腿
表
さ
れ
る
で
あ
ら
う
文
書
が
、
現
在
米

四

　

’
詳
の
多
く
の
疑
肱
を
解
明
す
る
に
役
立
つ
に
相
違
な
い
と
信
す
る
。
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１
　
人
の
確
め
得
た
現
存
諸
畏
昔

的
見
地
か
ら
は
何
ら
員
摯
だ
研
究
は
な
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
云
っ
て
よ
い
舷
態
で
あ
る
。
唯
僅
か
に
小
研
究
の
形
式
で
、
上
述
の
文
書

に
基
い
て
書
か
れ
た
論
文
の
一
つ
が
余
心
)
係
な
き
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｎ
ｃ
ｈ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｆ
ａ
ｈ
ｒ
ｄ
ｔ
教
授
の
作
品
で
あ
心
。

　
　
　
　
　
　
　

▽
文
書
よ
Ｉ
見
た
る
畏
吾
兄
文
明
△

　

純
粋
な
言
語
的
價
値
は
別
と
し
て
、
Ｉ
何
と
な
れ
ば
そ
れ
程
ま
で
純
粋
な
川
偶
語
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｉ
畏
吾
兄
文

書
は
古
代
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
ト
｛
ル
フ
ア
ン
沃
地
の
畏
吾
兄
人
が
非
常
に
高
い
文
明
に
達
し
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ら
う
。
此

等
は
一
方
で
は
十
二
－
四
世
紀
の
畏
吾
犯
人
の
農
業
並
び
に
諸
種
の
工
業
が
高
度
に
襲
達
し
て
ゐ
た
こ
と
を
澄
明
す
る
と
と
も
に
、

叉
一
方
で
は
農
業
生
活
時
代
に
在
っ
た
畏
吾
兄
人
の
民
族
的
特
徴
を
或
る
程
度
迄
示
す
で
あ
ら
う
。
彼
等
が
栽
培
し
て
ゐ
た
胡
麻

（
ｒ
Ｒ
耳
）
の
屈
、
葡
萄
酒
、
綿
及
び
農
業
一
般
、
上
地
奏
買
契
約
の
締
結
、
租
税
の
種
類
等
は
全
て
畏
吾
犯
人
の
進
歩
し
た
赴
會

生
活
を
畳
ん
で
ゐ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
依
っ
て
畏
吾
兄
法
律
文
書
を
諭
じ
た
ル
て
夕
教
授
は
、
常
論
時
期
の
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
の
生
活
程
度
は
五
六
十
年
前
の
同
地
方
の
祀
會
生
活
程
度
よ
り
遥
か
に
勝
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
ゐ
る
程
で
あ
匹
。

　

財
政
・
経
臍
方
面
に
就
い
て
見
れ
ば
、
商
業
・
農
業
生
活
を
並
び
畳
ん
で
ゐ
た
彼
等
畏
吾
兄
人
間
に
於
い
て
、
一
定
し
た
貨
幣
・

度
量
衡
制
度
が
存
し
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
、
金
、
銀
、
銅
銭
を
以
て
資
買
の
手
段
と
し
た
こ
と
は
、
要
す
る
に
此
の
時
期
の
畏
吾

兄
人
の
商
業
が
物
々
交
換
制
を
夙
に
脆
し
て
ゐ
た
こ
と
を
物
語
る
。
商
人
は
固
よ
り
其
の
他
の
一
般
に
資
賀
に
開
係
し
た
人
々
゛
が
貨

幣
や
度
量
衡
制
度
に
充
分
習
熟
し
て
ゐ
た
こ
と
、
又
地
卵
（
ｔ
ａ
ｐ
ｕ
　
ｓ
ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
）
に
奏
却
者
も
し
く
は
購
入
者
が
土
地
の
四
至
を
そ
の
地
方

の
地
理
的
條
件
に
基
い
て
定
め
て
ゐ
る
こ
と
は
、
畢
竟
彼
等
が
高
度
の
商
業
民
族
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
ゐ
る
。
殊
に
廣
い
地

域
に
花
升
を
栽
培
し
て
ゐ
た
こ
と
、
而
も
此
の
種
の
優
雅
だ
商
業
が
重
ん
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
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文
書
中
に
は
、
も
し
其
の
零
細
な
記
載
で
も
あ
れ
ば
富
然
吾
人
の
注
意
を
引
く
筈
の
耕
地
潅
漑
の
問
題
が
、
そ
の
重
要
性
の
極
め

て
大
き
い
に
も
開
ら
す
、
兄
出
し
得
ら
れ
な
い
。
ト
ル
ー
農
業
生
活
に
對
し
て
今
日
も
恂
這
種
”
ｓ
ｕ
l
a
m
a
"
　
　
　
　
”
ｓ
ｕ
ｖ
ａ
ｒ
m
a
”
｡
的
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

が
其
の
價
値
を
失
っ
て
を
ら
ぬ
こ
と
は
、
疋
し
く
潅
漑
方
法
の
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
時
代
の
名
残
で
あ
ら
う
。

　

猫
又
文
書
の
教
ふ
る
處
に
依
れ
ば
、
技
術
・
教
養
と
云
ふ
鮎
に
於
い
て
十
二
世
紀
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
畏
吾
兄
人
達
が

-

　

●

一
十
世

紀
の
同
地
方
の
ト
ル
Ｊ
人
よ
り
も
遥
に
高
い
水
準
に
庇
っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
疑
な
い
。
従
来
研
究
さ
れ
た
若
干
の
法
律
文
書
の
末
尾

に
見
え
て
ゐ
る
契
約
開
係
者
の
手
に
成
る
”
O
l
　
ｍ
ａ
ｎ
　
Ｔ
ａ
ｍ
ｃ
ｉ
　
ｏ
ｋ
　
b
i
ｔ
i
d
i
m
”
　
（
余
テ
ム
チ
自
ら
誌
す
。
）
或
ひ
は
”
ｍ
ａ
ｎ
　
　
　
Ｑ
ａ
ｉ
ｓ
ｄ
ｉ

ｏ
ｚ
ｕ
m
　
b
i
ｔ
i
d
i
m
"
　
（
<
＾
'
Ｒ
イ
ス
デ
Ｖ
自
ら
誌
す
。
）
等
と
あ
る
句
は
、
此
の
時
代
の
畏
吾
兄
人
の
間
に
讃
み
書
き
の
術
が
充
分
普
及
し

て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
に
足
る
で
あ
ら
う
。
此
等
の
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
ル
Ｊ
″
ク
は
彼
等
ト
ル
Ｊ
人
が
同
時
代
の
西
欧
の
領
主
で

あ
っ
た
騎
士
等
よ
り
も
、
将
又
十
字
軍
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
よ
り
も
。
教
養
の
Ｉ
か
ら
見
て
浅
か
に
勝
っ
て
ゐ
た
と
述
べ
て
ゐ

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

る
。
余
は
故
人
の
此
の
意
見
に
全
然
同
意
す
る
と
と
も
に
、
‘
唯
輩
に
攬
み
書
き
の
み
で
た
く
｛
綴
字
法
の
様
な
一
定
の
言
語
規
則
さ

へ
確
定
し
た
形
で
十
二
－
四
世
紀
の
ト
ル
Ｊ
人
間
に
存
在
し
た
こ
と
を
附
加
へ
度
い
。
種
々
の
人
々
の
手
に
成
っ
た
文
書
の
中
に
見

え
る
綴
字
法
が
全
て
同
様
で
あ
る
こ
と
は
此
の
事
資
の
根
本
的
に
し
て
又
自
明
の
護
抹
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　

▽
文

　

書

　

の

　

主

　

題
△

　

其
の
主
題
と
内
容
か
ら
し
て
畏
吾
犯
法
律
文
書
は
営
時
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
趾
會
・
経
臍
生
活
を
窺
知
せ
し
め
る
。
我
々
に
知

ら
れ
て
ゐ
る
限
り
に
於
い
て
、
中
央
亜
細
亜
の
遊
牧
民
族
の
貿
易
に
對
し
て
最
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
者
は
畏
吾
犯
入
と
回
教
圈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
商
人
で
あ
っ
た
が
、
一
時
畏
吾
兄
人
が
支
那
と
蒙
古
と
の
貿
易
を
狽
占
し
た
こ
と
も
あ
名
。
農
業
の
疲
達
と
生
産

檜
加
の
旧
的
を
以
て
、
或
る
期
間
を
限
っ
て
、
奴
隷
を
資
買
す
る
習
慣
が
普
通
に
畏
吾
犯
人
間
に
行
は
れ
た
こ
と
、
又
一
定
の
金
額

-
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肥

　
　

或
び
は
上
地
と
引
換
に
自
分
の
息
子
さ
へ
費
る
、
‐
―
或
る
條
件
乃
至
利
益
と
引
換
に
他
人
の
管
理
下
に
働
か
せ
る
篤
に
責
る
Ｉ
’
－
、

　
　
　

も
し
く
ま
○
‘
】
l
ｕ
ｋ
　
(
'
ｎ
ｊ
ｉ
＾
s
ｉ
Ｔ
ｉ
ｆ
ｆ
ｌ
Ｎ
ｉ
^
　
I
　
･
　
？
｡
’
;
'
｡
'
（
息
子
）
の
１
　
根
に
語
尾
l
ｕ
ｋ
　
4
j
附
し
北
も
の
で
、
息
子
た
る
資
格
の
者
、
息
子
に
代
る
者
の
意
。

　
　
　
　
　
　

’
‘

　

乃
に

　

一
「
酒
買
養
子
」
・
江
上
氏
は
Ｍ
ａ
ｌ
ｏ
ｖ
の
帰
に
据
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
「
養
子
一
一
ヤ
ラ
レ
タ
使
用
人
。
」
と
ｐ
ａ
r
ａ
ｐ
ｈ
ｒ
ａ
ｓ
ｅ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５

　
　
　

に
心
ご
の
名
目
で
終
身
の
契
約
を
結
ん
で
自
分
の
子
を
他
人
に
護
渡
す
る
方
法
等
が
取
ら
れ
た
こ
と
を
文
書
か
ら
知
り
得

心

。
畏

　
　
　

吾
兄
赦
會
・
紅
臍
生
活
機
構
の
裡
に
成
立
し
・
だ
此
の
習
償
に
於
い
て
、
「
責
買
養
子
」
と
し
て
譲
波
さ
れ
た
者
と
輩
に
喪
却
さ
れ
た
者

　
　
　

と
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
っ
・
た
に
逞
ひ
な
い
。
第
一
の
者
は
譲
渡
さ
れ
た
後
は
相
手
方
（
養
家
）
の
息
子
た
る
身
分
に
在
り
、
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　

産
相
続
の
掻
利
を
享
有
す
る
こ
と
何
ら
賓
子
と
拝
ぶ
處
が
な
か
っ
た
。

　
　
　
　

彼
等
の
土
地
利
川
状
態
を
或
る
程
度
ま
で
想
像
出
来
る
中
央
亜
細
亜
の
畏
吾
兄
人
は
、
我
々
の
有
す
ろ
Ｉ
貸
料
に
据
る
と
、
他
の
も

　
　
　

の
に
比
し
て
よ
り
多
く
葡
萄
と
綿
を
栽
培
し
て
ゐ
・
た
様
で
あ
る
。
葡
萄
酒
の
醸
造
と
資
買
は
、
多
く
法
律
文
書
の
主
題
と
た
っ
て
ゐ

　
　
　

る
開
係
よ
り
見
て
、
重
な
職
業
の
一
で
あ
っ
・
た
と
思
は
れ
る
。
此
の
明
白
な
事
皆
に
も
馴
ら
す
、
商
業
史
・
経
済
史
に
と
っ
て
極
め

　
　
　

て
重
要
な
本
間
題
の
委
細
は
残
念
乍
ら
文
書
に
は
我
々
の
希
望
す
る
様
な
形
で
は
現
は
れ
て
来
な
い
。

　
　
　
　

従
来
公
刊
さ
れ
て
ゐ
る
文
書
の
大
多
数
は
、
借
用
せ
る
葡
萄
酒
、
金
鼓
、
綿
布
、
胡
麻
油
等
に
對
し
て
給
附
し
た
鐙
文
、
葡
萄
園

　
　
　

並
び
に
一
般
土
地
の
膏
気
、
駄
獣
心
借
用
に
開
し
て
結
ば
れ
た
法
的
取
極
、
及
び
地
方
賦
税
を
示
す
文
書
で
あ
る
。
唯
少
数
の
文
書

　
　
　

が
本
の
失
は
れ
た
鐙
書
の
代
り
に
再
び
給
附
さ
れ
た
鐙
書
や
。
法
的
効
力
を
有
す
る
遺
言
書
や
営
時
の
畏
升
兄
人
の
経
臍
生
活
が
生

　
　
　

ん
だ
若
干
の
事
件
に
開
係
あ
る
も
の
で
あ
る
。
主
題
か
ら
見
て
、
兎
も
角
も
大
多
数
が
何
ら
か
の
形
で
作
成
さ
れ
記
録
さ
れ
て
ゐ
る

　
　
　

此
等
の
文
書
は
、
法
的
性
質
を
備
へ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｌ
言
語
的
見
地
か
ら
も
注
念
す
べ
く
Ｊ

　

現
に
既
に
研
究
を
経
た
法

　
　
　

律
・
経
済
用
語
も
若
干
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
文

　

書

　

の

　

年

　

代
△
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。
一
般
的
に
云
っ
て
畏
吾
兄
法
律
文
書
の
年
代
は
文
書
内
に
は
示
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
年
は
専
ら
古
代
ト
ル
ｎ
族
の
十
二
支
を
以
て

す
る
方
法
に
依
っ
て
ゐ
る
篤
に
常
に
十
二
ヶ
年
の
中
で
循
現
し
、
文
書
の
（
通
行
暦
上
の
）
日
附
や
年
代
は
解
ら
な
い
。
唯
二
個
の

文
書
｜
Ｕ
Ｓ
ｄ
　
Ｎ
ｏ
.
　
２
２
　
A
J
　
Ｕ
Ｒ
Ｄ
　
ｓ
ｔ
.
　
１
３
５

　

所
誇
大
（
劈
　
　
窯
配
％
）
畏
い
ｔ
二
人
の
汗
宮
詣
喋
に
記
良
了
・

る
。

　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

　

第
一
の
文
書
に
在
っ
て
は
、
新
に
徴
収
さ
れ
る
こ
と
ｘ
な
っ
た
租
税
－
１
（
ｒ
Ｆ
柿
註
）
－
に
就
い
て
不
平
を
訴
へ
る
Ｉ
園
戸
等
が

諸
。
々
の
汗
の
時
代
に
彼
等
が
一
定
の
租

ｆ

を
菟
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
共
等
の
諸
汗
の
名
を
一
々
挙
げ
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

る
の
で
あ
る
が
、
不
幸
に
も
文
書
の
此
の
貴
重
な
部
分
が
破
攬
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
l
ｓ
ｃ
ａ
　
Ｔ
ａ
ｍ
ｉ
ｉ
ｒ
…
…
・
｛
ロ
Ｆ
ｎ
…
…
の
如
し
。

唯
一
つ
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
ｉ
　
ｏ
ｋ
ｌ
ｕ
ｋ
　
　
１
　
ａ
ｎ
ｉ
ｉ
ｉ
ｒ
汗
（
１
３
１
７
-
１
３
６
２
柿
註
）
の
名
で
あ
る
加
、
（
彼
が
文
書
の
作
製
年
代
に
君
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

「
庭
」
が
、
否
ｏ
吾
ぶ
こ
）
の
代
に
（
（
ｉ
写
）
）
「
園
丁
」
が
用
ひ
ら
れ
Ｋ
ｕ
ｔ
ａ
ｄ
ｋ
ｕ
　
Ｊ
Ｂ
ｉ
ｈ
ｋ
　
　
Ｍ
見
え
ぬ
（
ｔ
ｒ
こ
「
十
分
の
一
税
」
（
（
ｒ
ご
）

し
た
汗
で
あ
る
こ
と
は
文
書
面
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
）
此
の
名
の
見
え
る
文
書
が
十
四
世
紀
に
筋
す
る
も
の
で
あ
り
、
又

｛
｝
回
）
所
載
の
文
書
に
Ｕ
ｇ
ｅ
ｄ
ｅ
ｙ
（
ｏ
弥
生
）
汗
の
名
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
其
が
十
三
世
紀
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ

る
。
か
ｘ
る
鮎
よ
り
す
れ
ば
、
我
々
の
有
す
る
畏
吾
兄
法
律
文
書
は
専
ら
十
一
丁
四
世
紀
の
間
に
属
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　

言
語
上
か
ら
も
或
る
程
度
迄
文
書
の
デ
ー
ト
を
考
へ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
文
書
の
或
者
に
於
い
て
(
(
ｂ
ｏ
ｒ
l
ｕ
ｋ
)
)
の
代
に
今
吾
）

「
正
義
」
（
（
ｒ
召
）
）
「
書
物
」
（
（
ｉ
「
・
」
）
「
経
費
」
（
（
Ｅ
ざ
）
「
城
砦
」
（
ｒ
唇
）
「
紙
」
等
の
ア
ー
フ
ビ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語
が
用
ひ
ら
れ
て

ゐ
る
事
貧
が
存
す
る
の
は
、
つ
ま
り
此
等
の
文
書
＼
:
　
Ｋ
ｕ
ｔ
ａ
ｄ
ｋ
ｕ
　
B
i
l
i
k
よ
り
後
の
時
代
、
云
ひ
換
へ
れ
ば
十
一
世
紀
以
後
に
書
か

れ
た
有
力
な
鐙
抹
で
あ
る
。
兎
も
あ
れ
ヘ
ル
フ
．
Ｉ
ル
ト
教
授
は
何
ら
の
理
由
も
示
さ
す
に
文
書
の
デ
ー
ト
を
十
－
十
三
世
紀
の
間

に
置
い
て
ゐ
る
。
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▽
文

　

書

　

の

　

形

　

式
△

　

大
部
分
が
、
文
書
の
形
式
と
云
ふ
鮎
で
は
、
ど
れ
も
此
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
る
。
唯
貸
借
物
件
の
種
類
に
剔
じ
て
幾
ら
か
の

特
殊
事
情
が
各
々
文
書
内
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
概
し
て
文
書
は
年
月
、
印
ち
契
約
の
日
附
を
以
て
始
奎
っ
て
ゐ
る
。
債
務
者
の
氏

名
、
物
件
の
種
類
、
債
朧
者
の
氏
名
、
債
務
物
件
の
秤
類
に
庶
じ
て
定
め
ら
れ
た
返
済
の
條
件
が
此
に
絞
い
て
ゐ
る
。
更
に
支
彿
期

限
の
延
期
さ
れ
る
場
合
を
慄
想
し
て
、
此
の
場
合
に
は
債
務
者
が
地
方
的
習
贋
に
従
っ
て
（
罰
則
の
）
利
息
を
附
し
て
支
沸
ふ
で
あ
ら

う
こ
と
、
及
び
約
束
の
支
沸
期
日
以
前
に
債
務
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
一
族
の
者
、
も
し
ぐ
は
相
続
人
が
同
様
の
條
款
に
依
り
支

沸
の
義
務
に
庶
す
る
で
あ
ら
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
最
後
に
順
次
に
誰
人
達
の
氏
名
、
債
務
者
の
信
記
（
（
－
１

０

）
或
ひ
は
印

章
（
１
日
回
）
）
と
代
書
人
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
一
の
例
と
し
て
手
近
の
も
の
〔
Ｕ
Ｓ
ｐ
.
　
Ｎ
ｏ
　
１
補
註
〕
を
原
文
の
ま
ゝ
掲
げ
て

見
よ
う
。

（
ｌ
ｏ
ｉ
ｎ
　
ｙ
i
l
　
Ｉ
ｉ
ｃ
ｉ
ｉ
ｎ
ｃ
　
ａ
ｙ
　
i
k
i
　
ｏ
ｄ
ｕ
ｚ
ｑ
ａ

日
ａ
ｎ
ｇ
ａ
　
Ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
-
Ｔ
ｅ
日
i
i
ｒ
ｇ
ｅ
　
ｔ
i
i
ｓ
ｇ
ｅ
　
ｂ
ｏ
ｒ
　
ｋ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｋ

ｂ
ｏ
ｌ
ｕ
ｐ
　
Ｔ
ｕ
ｎ
-
Ｂ
ａ
ｋ
ｓ
i
ｔ
i
n
　
ｙ
ａ
ｒ
i
m
　
ｑ
ａ
ｐ
　
ｂ
ｏ
ｒ

a
l
d
i
m
　
ｋ
ｉ
ｉ
ｚ
　
5
'
ａ
ｎ
ｇ
ｉ
ｄ
ａ
　
b
i
ｒ
　
b
i
ｒ
　
ｑ
ａ
ｐ

ｓ
ｉ
ｉ
ｃ
ｉ
ｉ
ｋ
　
ｋ
ｏ
ｎ
ｉ
　
ｂ
ｅ
ｒ
i
i
ｒ
　
ｍ
ｅ
ｎ
　
b
i
ｒ
m
e
t
ｉ
ｎ

ｋ
ｅ
ｃ
ｉ
ｉ
ｒ
ｓ
ｅ
ｒ
　
ｍ
ｅ
ｎ
　
e
l
　
ｙ
ａ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｃ
ａ
　
ｔ
ｉ
i
ｊ
i

b
i
l
e
　
ｋ
ｏ
ｎ
ｉ
　
b
i
ｒ
i
i
ｒ
　
ｍ
ｅ
ｎ
　
b
i
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
　
ｂ
ａ
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

ｙ
ｏ
ｋ
　
ｂ
ｏ
ｌ
ｓ
ａ
ｒ
　
ｍ
ｅ
ｎ
　
Ｎ
ｏ
ｍ
-
Ｋ
ｕ
l
i
m
g
　
ｔ
ｅ
ｇ
i

猫

　

ぷ
ぐ
）
防
０
硝
川
曽
‥
）
り
‥
十
‐
Ｈ
｡
　
　
　
＾
　
Ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｔ
ｅ
ｍ
ｉ
ｉ
こ
±

　
　

＾
;
l
j
-
ｉ
＃
ｉ
ｔ
　
i
f
C
i
i
T
]
"
Ｍ
Ｍ
Ｓ
:
-
i
;
＾
.
Ｓ
ｉ
　
Ｌ
｡
　
Ｔ
ｕ
n
　
　
　
Ｂ
ａ
ｋ
ｓ
i
よ
＼
｝

　
　

今
餅
０
台
き
漣
原
諭
恣
７
所
こ
。
豪
か
萍
ご
（
詐
）
石
洋
司

　
　

印
７
μ
‥
－
吉
３
≒
叫
斟
腔
池
原
凋
ト
λ
７
・
巴
に
い
尋
胞
召

　
　

沁
ぐ
Ｑ
」
附
言
蒋
叫
か
尽
蒋
ヽ
ｔ
応
い
、
乙
３
改
岨
吽
か
雄
司
賠

　
　

≪
ｉ
ｉ
ｃ
＃
o
ｔ
:
T
c
i
j
｡
ｉ
｡
ｉ
ｉ
　
ｉ
Ｋ
＾
ｍ
＾
λ
ロ
・
冷
吠
斟
―
謝

　
　

咋
が
酷
吻
六

　
　

応
ｉ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
<
ｏ
ｍ
ｍ
）
ｔ
-
ｍ
ｍ
-
ｒ
λ
ｂ
＝
　
＾
Ａ
　
Ｔ
ｅ
ｓ
ｅ
ｋ
　
Ｔ
ｕ
ｒ
-
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I
'
ｅ
ｓ
ｅ
ｋ
　
Ｔ
ｕ
ｒ
m
i
ｓ
｡
　
ｔ
ａ
ｎ
ｕ
ｋ
　
Ｂ
ｏ
ｌ
ｔ
ａ
ｓ
｡
　
ｂ
ｕ
　
ｒ
i
i
ｓ
ａ
ｎ

ｍ
ｅ
ｎ
　
Ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
-
Ｔ
ｅ
ｍ
ｉ
ｉ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
　
o
l
｡
　
ｍ
ｅ
ｎ
　
Ｔ
ｕ
ｒ
m
i
ｓ
　
Ｍ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｔ
ｅ
ｍ
ｉ
ｉ
ｒ
ｇ
ｅ
　
ａ
ｙ
i
d
i
p
　
b
i
ｔ
i
t
i
m

m
i
S
｡
　
＾
Ａ
　
Ｂ
ｏ
ｌ
ｔ
ａ
Ｓ
ｏ
　
j
l
ｔ
<
７
）
　
n
i
ｓ
ａ
ｎ
　
ｉ
ｉ
＾
　
Ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｔ
ｅ
ｍ
ｉ
ｉ
ｒ

つ
Ｉ
＞
i
7
＞
:
＾
ｉ
９
ｏ
　
　
　
　
　
　^
　
Ｔ
ｕ
ｒ
m
i
ｓ
（
冷
３
陶
聯
陛
）
i
ｖ
ｉ

ｉ
ｎ
ｇ
-

Ｔ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
　
(
Ｏ
ｎ
ｉ
＾
Ｋ
ｉ
　
f
)
　
"
Ｃ
琳
Ｌ
ｆ
ｚ
ｔ
）
ｏ

　

８
　
此
以
外
の
條
件
や
法
的
取
極
、
借
用
し
た
金
競
も
し
く
は
物
件
の
代
に
「
費
買
養
子
」
（
〇
竃
回
）
も
し
く
は
奴
隷
（
ｊ
ず
）
と

し
７
（
債
槽
者
）
に
引
波
さ
れ
る
潰
務
者
の
息
子
等
に
開
係
し
た
契
約
書
も
存
す
る
。
此
の
場
合
に
於
い
て
使
用
人
と
し
ミ
或

ひ
は
安
買
養
子
の
名
目
で
譲
波
さ
れ
る
人
間
の
個
人
的
後
利
、
生
活
様
式
、
債
務
者
側
か
ら
起
し
得
べ
き
種
々
の
要
求
が
全
で
無
効

で
あ
る
こ
と
、
安
波
さ
れ
た
人
間
の
扶
養
條
件
、
喪
政
さ
れ
た
人
間
に
對
し
て
地
方
の
伯
克
又
は
そ
の
妻
の
勢
力
に
依
附
し
て
喪
主

側
か
ら
生
じ
得
べ
き
凡
ゆ
る
干
渉
が
効
力
無
き
も
の
た
る
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
昨
し
形
式
上
か
ら
は
、
上
に
そ
の
一
例
を
掲

げ
た
文
書
と
大
差
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

▽
文

　

書

　

の

　

日

　

附
△

　

一
般
に
契
約
成
立
の
年
月
日
は
文
書
の
胃
頭
に
誌
し
て
ゐ
る
。
唯
、
極
稀
に
見
る
文
書
に
年
月
日
が
末
尾
に
米
て
ゐ
る
も
の
も
あ

＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

る
。
年
拉
昔
の
ト
’
ル
ご
的
贋
習
に
従
ひ
左
記
の
十
二
の
動
物
名
に
依
つ
て
ゐ
る
。

銀鼠

牡牛,牛

虎

1. Kiiskii

2. Ud

3. Bars

4. Tavi夕qａｎ兎

Ｉｇ
３

に
Ｊ
は
．

ぐ龍

　

蛇

馬

羊

猿

鶏

犬

豚

5. Lu

･6.Yilan

7. Yont

8. Qoyin

9. Biφn

10. Taqigu

11. It

12. Tonguz
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注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
畏
吾
死
文
書
中
に
於
い
て
は
唯
此
の
十
二
年
を
以
て
満
足
し
、
厭
庶
な
し
に
文
書
は
専
ら
此
の
十
二
ヶ
年

を
用
ひ
て
作
製
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
お
る
。
長
期
間
に
亙
っ
て
「
奴
隷
」
又
は
「
資
買
養
子
」
と
し
て
譲
渡
さ
れ
た
者
に
開
す
る
文

書
に
於
い
て
も
、
此
以
外
の
紀
年
法
を
見
出
し
得
な
い
こ
と
は
、
要
す
る
に
十
一
丁
四
世
紀
の
頃
の
畏
吾
兄
人
間
に
在
っ
て
専
ら

此
の
ト
ル
つ
的
暦
法
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
唯
、
こ
一
の
文
書
中
に
資
渡
さ
れ
『
た
女
奴
隷
が
「
千
年
萬
日
」

（
m
i
n
g
　
ｙ
i
l
　
ｔ
ｉ
ｉ
ｍ
ａ
ｎ
　
ｋ
ｉ
ｉ
己
相
手
方
の
所
有
に
移
っ
た
と
書
い
て
ゐ
細
。
此
の
「
千
年
萬
日
」
と
云
ふ
様
な
期
限
は
、
無
期
限
に
結

ば
れ
た
契
約
に
於
い
て
、
十
二
支
紀
年
法
が
役
に
立
た
ぬ
篤
に
用
０
　
ら
れ
た
も
の
だ
と
云
ふ
こ
と
、
及
び
不
定
の
期
限
に
對
し
て
は

非
常
に
大
き
な
数
字
が
用
ひ
ら
れ
る
例
で
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
を
教
へ
る
。
此
の
種
の
日
附
入
り
文
書
の
鰻
表
さ
れ
た
も
の
は
極
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

励

て
少
数
で
あ
る
。
〔
｛
‥
｝
Ｃ
｛
｝
Ｓ
ｔ
.
　
３
９
３
１
　
ｒ
ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
文
字
突
厭
時
文
に
於
い
て
も
此
の
紀
年
法
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
我
々
は
承
知
し

て
ゐ
る
。
ｆ
ｉ
ｂ
ｄ
.
　
Ｓ
ｔ
.
　
３
９
４
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

月
も
亦
古
代
ト
ル
ご
人
間
に
於
け
。
る
と
同
じ
く
数
字
を
以
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
唯
第
一
月
は
"
ａ
ｒ
a
m
”
最
経
月
は
”
ｇ
ａ
ｅ
Ｓ
ａ
ｐ
ｉ
＞
ｔ
'

と
云
ふ
語
で
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

▽
借
用
物
件
と
支
持
條
件
△

　

借
用
物
件
か
ら
兄
て
借
用
鐙
書
は
幾
つ
か
の
類
型
的
な
相
違
を
持
つ
て
ゐ
る
。
貸
呉
さ
れ
る
金
読
に
闘
し
て
は
、
債
務
者
の
誇
書

に
従
ふ
と
、
確
認
さ
れ
た
債
務
を
銀
貨
で
（
ｓ
ａ
ｔ
i
ｒ
と
か
ｂ
ａ
ｋ
ｉ
ｒ
と
か
云
ふ
貨
幣
輩
位
で
）
支
挑
ふ
こ
と
或
０
　
は
胡
麻
油
、
葡
葡
泗
、

自
己
所
有
の
土
・
地
の
一
部
、
綿
布
等
の
動
産
も
し
く
は
不
動
産
を
以
て
支
挑
ふ
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
唯
金
鼓
の
授
受
に
於
い

て
は
、
期
限
は
月
を
以
て
示
さ
れ
、
斯
々
の
利
子
を
以
て
支
彿
は
れ
る
べ
き
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
時
に
は
貸
輿
さ
れ
る
金
鼓

の
支
沸
は
無
別
限
で
良
い
と
明
一
よ
さ
昨
て
ゐ
る
こ
と
も
ち
る
Ｊ
~
f
、
比
り
賠
今
こ
も
’
一
１
９
七
弗
ま
１
　
ｆ
ｎ
　
"
／
　
ｊ
Ｗ
ｊ
.
ｔ
ｔ
'
i
Ｊ
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か
く
し
て
借
入
れ
た
金
鎖
の
支
彿
に
営
っ
て
は
他
の
・
月
、
殊
に
同
じ
年
の
中
の
或
る
季
節
が
定
ま
ヽ
つ
た
支
彿
期
日
と
し
て
指
定
さ
れ

　
　
　

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
唯
借
用
し
た
物
件
の
返
還
に
は
、
一
年
の
中
の
或
る
一
定
の
季
節
、
就
中
秋
の
始
、
も
し
く
は
中
旬
が
指
定

　
　
　

さ
れ
た
様
で
あ
る
。
此
の
事
賓
か
ら
収
穫
期
の
観
念
が
見
出
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
は
営
時
の
畏
１
　
兄
農
業
生
活
に
と
っ
て

　
　
　

極
め
て
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
此
の
種
の
文
書
の
数
々
處
に
荒
ビ
ヽ
借
入
稗
ぼ
≒
土
貨
利
息
友
三
彗
昌
似

　
　
　

叙
球
ぺ
孔
い
）
支
沸
は
れ
た
様
々
あ
る
。
同
様
の
條
件
は
短
期
間
の
債
務
に
對
し
て
も
普
通
の
こ
と
で
あ
づ
た
。

　
　
　
　

或
る
場
合
に
は
借
入
物
件
に
對
し
て
同
一
種
類
の
物
を
以
て
せ
雫
他
の
種
類
の
物
で
支
沸
っ
だ
。
例
へ
ば
木
綿
布
に
對
し
て
葡
萄

　
　
　

酒
を
具
へ
る
類
で
あ
る
。
此
の
評
價
に
於
い
て
、
返
済
物
件
と
共
に
添
へ
て
支
彿
は
れ
る
べ
き
利
息
と
は
、
常
事
者
聞
り
話
今
に
依

　
　
　

っ
た
も
の
で
利
息
も
亦
物
件
か
ら
成
立
っ
て
ゐ
た
。
此
の
鮎
よ
り
す
れ
ば
、
貸
借
の
對
象
と
な
る
金
銕
と
物
件
と
の
間
に
は
一
定
の

　
　
　

法
的
孤
別
が
存
在
し
た
も
の
で
、
此
の
事
は
文
書
中
に
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
が
、
丁
度
金
鎖
の
場
合
に
於
け
る
と
同
様
に
支
沸
は
れ

　
　
　

又
は
借
入
れ
ら
れ
る
物
に
對
し
て
も
一
定
の
軍
位
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
（
百
日
ｒ
旦
（
９
必
）
（
管
日
）
）
等
が
此
で
あ
る
。

　
　
　

今
日
の
貨
幣
や
度
量
衡
に
基
い
て
此
等
の
員
の
價
値
を
理
解
し
確
定
す
る
こ
と
は
先
づ
不
可
能
で
あ
る
。
大
胆
中
央
亜
細
万
一
の
経

　
　
　

済
・
商
業
文
書
に
用
０
　
ら
れ
て
ゐ
る
貨
幣
制
度
が
不
明
で
あ
る
様
に
、
度
量
衡
制
度
も
亦
全
然
解
ら
な
い
。
欧
西
諸
學
者
が
、
注
意

　
　
　

す
べ
き
若
干
の
畏
吾
兄
貨
幣
及
び
度
量
衡
に
就
い
て
具
へ
た
報
告
は
未
だ
決
定
的
な
模
威
を
認
め
ら
れ
て
を
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
支
持
延
期
と
罰
則
△

　
　
　
　

畏
吾
呪
法
的
兄
地
か
ら
非
常
に
大
き
な
重
要
性
を
有
す
る
此
の
問
題
に
對
し
て
、
文
書
の
関
係
部
分
が
言
語
的
に
全
然
明
ら
か
で

　
　
　

な
い
篤
に
、
詳
細
社
説
明
を
加
へ
る
こ
と
は
我
々
に
と
っ
て
不
可
能
で
あ
る
。
唯
債
務
の
支
沸
に
對
し
て
定
め
ら
れ
た
期
日
が
遅
ら

Ｊ
’
き
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
篤
に
處
罰
を
受
け
ね
ば
た
ら
た
か
っ
た
こ
と
が
文
書
の
上
か
ら
確
め
ら
れ
る
。
債
務
者
が
債
務
の
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２

　
　

支
持
を
怠
っ
た
場
合
。
或
ひ
は
債
務
を
期
日
に
支
持
は
な
か
っ
た
場
合
に
は
（
（
ま
コ
乙
ｌ
ｒ
Ｓ
乙
こ
）
、
常
時
中
央
彊
細
亜
の
畏
１
　

　
　
　

兄
祀
會
・
経
済
生
活
に
於
い
て
廣
く
法
的
拘
束
力
を
持
っ
て
ぬ
た
e
l
　
ｙ
ａ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｃ
ａ
　
Ｓ
ち
「
地
方
的
習
慣
法
」
を
以
て
處
罰
さ
れ
た
。

　
　
　

斯
様
な
事
態
の
生
じ
た
場
合
に
は
、
債
務
者
が
一
定
の
利
息
を
附
し
て
支
沸
ふ
こ
と
を
契
約
し
た
債
務
を
習
慣
法
が
定
め
る
別
の
附

　
　
　

加
的
の
契
約
に
依
る
普
通
の
利
息
と
は
大
い
に
異
な
る
利
息
を
以
て
、
支
持
は
ね
ば
た
ら
な
か
っ
た
。
兎
も
あ
れ
此
の
處
罰
に
價

　
　
　

し
、
e
l
　
ｙ
ａ
ｎ
ｇ
ｍ
ｃ
ａ
　
ｇ
ち
「
地
方
的
習
悛
法
」
に
よ
っ
て
支
持
を
義
務
附
け
ら
れ
て
ゐ
た
利
息
額
（
率
）
は
、
文
書
内
に
は
誌
さ
れ
て

　
　
　

ゐ
な
い
。
と
も
か
く
も
、
處
罰
に
値
し
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
普
通
の
契
約
に
於
け
る
利
息
よ
り
逞
に
重
い
も
の
で
吻
っ
だ
こ
と
を
思

　
　
　

は
せ
る
。
能
登
的
、
俗
世
間
的
畏
吾
兄
生
活
に
開
し
て
今
日
ま
で
に
充
分
の
賢
料
が
公
表
さ
れ
て
を
ら
ぬ
こ
と
は
、
此
り
問
題
の
解

　
　
　

明
を
不
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
唯
文
書
の
記
載
を
基
に
し
て
考
へ
れ
ば
十
二
―
十
四
世
紀
の
畏
吾
兄
人
の
生
活
に
於
い
て
國
家
の

　
　
　

法
律
以
外
に
地
方
習
慣
法
が
又
大
き
な
役
割
。
を
波
じ
て
ゐ
た
こ
と
を
指
摘
し
得
る
。

　
　
　
　

文
書
内
に
は
、
支
挑
問
題
に
関
聯
し
て
重
要
な
決
定
が
も
う
一
つ
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
其
は
債
務
考
の
債
務
支
挑
期
日
以
前
に
死

　
　
　

ん
だ
場
合
の
問
題
で
あ
る
。
文
書
に
於
い
て
此
の
事
情
は
”
b
i
ｒ
＾
ｉ
ｎ
ｃ
ａ
　
ｂ
ｎ
ｒ
　
ｖ
ｏ
ｋ
　
ｂ
ｏ
ｌ
ｓ
ａ
ｒ
｡
"
　
　
　
”
i
ｓ
ｔ
i
n
　
　
　
ｔ
i
ｓ
ｔ
i
n
　
　
　
ｂ
ｏ
ｌ
ｓ
ａ
ｒ
　
　
　
ｍ
ａ
ｎ
｡
"
　
　
　
”
ｏ
ｒ
i
i

　
　
　

ｑ
ｏ
ｄ
ｉ
　
ｂ
ｏ
ｌ
ｓ
ａ
ｒ
　
ｍ
ａ
ｎ
｡
　
'
　
”
i
ｓ
ｔ
i
n
　
ｔ
i
ｓ
.
ｔ
ｎ
　
ｂ
ａ
ｒ
　
ｖ
ｏ
ｌ
ｅ
　
ｂ
ｏ
ｌ
ｓ
ａ
ｒ
"
と
云
ふ
様
な
種
々
の
形
で
認
め
ら
れ
た
。
言
語
的
に
は
そ
の
本
来
の
意
味

　
　
　

が
良
く
解
ら
た
い
此
等
の
語
句
の
下
に
隠
さ
れ
て
ゐ
る
意
味
は
疑
ひ
も
無
く
上
に
我
々
が
論
じ
た
處
の
'
･
b
i
ｒ
ヨ
ａ
ｔ
i
n
　
ｋ
ａ
ｃ
ｉ
ｉ
ｒ
ｓ
ａ
ｒ
”
と

　
　
　

云
ふ
句
で
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
考
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
の
記
載
例
の
法
律
的
明
瞭
性
は
完
全
で
あ
る
。
即
ち
債
務
者
が
如

　
　
　

何
な
る
理
由
に
せ
よ
支
沸
期
日
を
趙
ら
せ
た
場
合
に
は
、
習
償
法
の
定
む
る
處
に
基
い
て
、
支
持
ふ
べ
き
債
務
は
罰
金
（
邁
約
金
）
と

　
　
　

と
も
に
支
持
は
ね
ば
た
ら
な
か
っ
た
。
此
に
反
し
て
債
務
者
が
”
i
ｓ
ｔ
i
n
　
ｔ
i
ｓ
i
ｔ
ｎ
　
ｂ
ｏ
ｌ
ｓ
ａ
ｒ
”
或
ひ
は
Ｊ
ｒ
i
i
　
　
　
ｑ
ｏ
ｄ
ｉ
　
　
　
ｂ
ｏ
ｌ
ｓ
ａ
ｒ
”
　
　
　
Ｃ
Ｕ
Ｓ
.
ｐ
.

　
　
　

Ｓ
.
　
１
２
３
　
Ｎ
ｏ
.
　
６
７
〕
（
印
ち
「
死
亡
し
た
場
合
」
に
は
）
支
持
の
義
務
は
文
書
に
指
定
さ
れ
て
ゐ
・
る
第
三
者
に
移
轄
さ
れ
た
。
此
の
種
の
文
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書
で
は
元
の
債
務
の
相
続
人
へ
の
支
沸
責
任
移
称
が
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
り
で
あ
る
。
時
に
は
文
書
中
に
、
支
沸
延
期
の
原
因
と
か

　
　

り
得
る
も
の
を
二
つ
同
時
に
阜
げ
、
b
i
ｒ
m
a
t
i
n
　
　
　
ｋ
ａ
ｃ
ｉ
ｉ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
”
「
支
沸
は
ぬ
な
ら
ば
」
”
b
i
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｃ
ａ
　
ｂ
ａ
ｒ
　
ｙ
ｏ
ｋ
　
ｂ
ｏ
ｌ
ｓ
ａ
ｒ
”
「
負
債
有
る

　
　

ま
よ

　
　

二
つ
の
重
要
な
鮎
で
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
事
は
文
書
に
盛
ら
れ
た
契
約
の
重
大
性
を
示
し
て
ゐ
る
。
第
一
の
句

　
　

で
は
債
務
者
が
存
命
中
負
ぶ
支
彿
義
務
を
云
ひ
、
第
二
句
で
は
債
務
者
の
死
亡
と
と
も
に
相
続
人
等
が
其
の
支
彿
義
務
把
庶
す
べ

　
　

き
こ
と
を
云
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
後
の
事
態
が
考
慮
し
て
ゐ
る
條
件
は
、
言
語
上
か
ら
は
残
念
な
こ
と
に
明
ら
か
で
な
い
か

　
　

ら
、
我
々
は
唯
多
く
の
文
書
に
見
え
る
他
の
表
現
に
照
し
て
此
等
の
句
が
債
務
者
の
死
亡
を
意
味
し
て
ゐ
る
と
解
憚
す
る
の
で
あ

　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　

か
く
し
て
債
務
者
が
支
沸
以
前
に
死
ん
だ
様
な
場
合
に
生
じ
得
べ
き
事
態
と
云
ふ
の
は
、
責
任
（
債
務
）
が
そ
の
借
第
三
者
に
移
さ

　
　

豹

　
　

れ
る
と
と
で
あ
っ
た
。
文
書
の
敦
ふ
る
處
に
依
れ
ば
概
し
て
議
論
の
對
象
と
な
っ
た
第
三
者
と
云
ふ
の
は
、
債
務
者
自
身
の
家
族
員

　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図

　
　

か
近
親
者
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
亀
呂
「
自
分
の
息
子
」
Ｆ
一
日
「
自
分
の
弟
」
k
i
ｓ
i
m
「
自
分
の
妻
」
の
如
し
。
あ
る
場
合
に
は
第
三

　
　

者
は
唯
一
人
の
者
と
し
て
示
さ
れ
ず
一
般
的
な
形
で

　

ｔ
ａ
ｇ
ｕ
ａ
ｒ
　
b
i
ｒ
l
a
　
　
　
ｇ
ち
仝
家
族
及
び
親
族
と
書
か
れ
た
、
恐
ら
く
斯
様
に
書
く

　
　

事
に
よ
っ
て
責
任
の
仝
家
族
と
一
族
一
門
１
彼
等
が
責
任
（
債
務
）
の
相
続
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
Ｉ
に
称
嫁
さ
れ

　
　

る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
ら
う
。
此
の
鮎
よ
り
し
て
、
中
央
亜
細
亜
の
十
二
Ｉ
十
四
世
紀
の
畏
吾
兄
人
の
経
臍
生
活
に
於
い
て
家
長

　
　

と
並
ん
で
全
家
族
員
が
、
－
或
０
　
は
個
人
と
し
て
或
０
　
は
仝
膿
と
し
て
Ｉ
、
役
割
を
勤
め
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
殊
に
妻
に
も

　
　

債
務
と
其
。
の
支
沸
義
務
が
移
称
さ
れ
た
こ
。
と
は
、
畏
吾
兄
人
の
社
費
生
活
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
價
値
の
多
い
資
料
で
あ
ら
う
。

t
ｏ

　
　

残
念
乍
ら
女
性
名
義
で
作
製
さ
れ
た
文
書
に
は
一
つ
も
出
喰
さ
ぬ
の
で
、
此
の
特
殊
な
事
情
に
充
分
な
説
明
は
加
へ
か
ね
る
。
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文
書
の
記
載
例
に
依
れ
ば
、
契
約
に
立
會
ひ
法
律
上
の
資
格
を
有
す
る
者
達
が
銘
ま

上
金
鎖
貸
借
に
開
し
て
作
成
さ
れ
た
謐
書
で
は
、
唯
二
人
の
怨
人
の
氏
名
が
記
さ
れ
、
怨
言
を
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
反
之
、
他
の
場

合
に
は
怨
人
の
氏
名
は
三
、
四
人
か
ら
五
人
に
も
建
し
て
ゐ
る
、
斯
様
な
怨
人
の
散
か
ら
あ
る
一
定
の
腹
威
（
重
要
性
）
を
引
出
す
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ラ
ト
ロ
プ
は
五
人
の
誰
人
の
見
え
る
文
書
を
、
怨
人
の
敷
が
多
す
ぎ
る
と
云
ふ
こ
と
か
ら
し
て
、
本
富
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

の
と
認
め
て
ゐ
な
い
。
恐
ら
く
ラ
ト
ロ
プ
の
考
は
此
の
種
の
文
書
の
稀
少
性
に
基
い
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

　

怨
人
の
氏
名
は
概
し
て
文
書
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
共
は
債
務
者
の
烏
呂
「
信
記
」
の
後
に
績
き
、
一
番
最
後
に
は
代
書

人
（
文
書
作
成
者
）
の
名
が
記
さ
れ
る
。
「
信
記
」
は
文
書
の
性
質
と
債
務
者
の
人
物
如
何
に
よ
っ
て
「
指
頭
印
」
の
こ
と
も
あ
れ
ば

ｔ
ａ
ｍ
ｇ
ａ
「
印
章
」
の
こ
と
も
あ
る
。
殊
に
文
書
忙
於
い
て
は
形
の
圓
い
又
時
に
は
四
角
い
契
約
鸞
事
者
の
印
形
が
捺
印
さ
れ
て
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

が
、
此
が
ぼ
ヨ
蜃
で
あ
る
。

　

文
書
代
書
人
は
契
約
常
事
者
と
は
無
開
係
で
契
約
文
を
債
務
者
の
説
明
に
基
い
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
き
り
乍
ら
債
務
者
自
身

が
ペ
ン
を
取
っ
て
書
く
場
合
も
あ
っ
た
。
唯
金
鎖
借
用
に
開
係
し
た
二
つ
の
文
１
　
に
於
い
て
、
代
書
人
と
し
て

　

１
ｕ
Ｑ
ｕ
ｎ
ｇ
と
云
ふ

孵
呼
の
下
に
一
人
の
人
間
が
見
え
て
ゐ
る
が
、
此
の
言
葉
の
意
味
に
就
い
て
は
對
立
せ
る
見
解
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

　

マ
ロ
フ
は
〔
Ｕ
Ｓ
ｐ
.
　
Ｓ
.
　
２
９
９
１
語
彙
中
に
「
官
職
名
」
と
註
し
て
ゐ
る
し
、
ヘ
ル
フ
ｙ
Ｉ
ル
ト
も
此
に
従
っ
て
「
高
官
」
と
解
し
た
。

然
る
に
、
事
変
と
し
て
は
、
文
書
中
に
在
っ
て
此
の
提
議
さ
れ
て
ゐ
る
「
官
職
名
」
と
云
ふ
考
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
に
足
る
何
等
の

示
唆
も
特
別
の
理
由
も
見
出
さ
れ
な
い
。
の
み
な
ら
寸
此
の
名
を
含
ん
で
ゐ
る
文
書
は
、
上
に
甘
ハ
の
型
を
例
示
し
た
文
書
と
一
向
相

違
す
る
處
が
な
い
。
代
書
人
が
本
来
そ
の
名
を
記
す
べ
き
個
所
に
此
の
名
が
見
え
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
我
々
は
寧
ろ
此
を
固

有
名
詞
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
も
し
此
の
名
を
茜
つ
文
書
が
内
溶
上
又
外
形
上
何
か
四
湘
違
を
示
し
て
ゐ
る
な
ら
桟
我
々
も
亦
厭

-60-



　
　
　

庶
な
く
１
ｕ
Ｑ
ｕ
ｎ
ｇ
と
云
ふ
語
が
「
官
職
名
」
と
す
る
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
賢
は
問
題
は
此
の
外
形
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　

其
白
身
が
我
々
の
考
を
支
持
す
る
も
の
で
、
従
っ
て
此
の
語
は
ど
う
し
て
■
^
　
　
　
Ｉ
　
ｕ
Ｑ
ｕ
ｎ
ｇ
と
云
ふ
名
の
代
書
人
を
意
味
す
る
と
判
断

　
　
　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
に
。
一
文
１
　
ｒ
Ｕ
Ｓ
ｐ
.
　
Ｎ
ｏ
.
　
５
１
１
（
補
註
・
謬
文
な
し
。
）
に
於
い
て
は
契
約
営
事
者
の
名
が
１
ｕ
ｄ
ｕ
ｎ
ｇ
（
補

　
　
　

註
Ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｆ
の
綴
は
Ｔ
ｕ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
で
あ
る
。
ヘ
ル
・
フ
″
Ｉ
ル
ト
は
問
題
０
　
語
に
昇
へ
た
意
味
を
強
調
す
る
焉
に
代
書
人
の
名
が
記
さ
れ

　
　
　

な
い
で
、
北
ハ
の
代
り
に
ａ
３
'
i
ｔ
i
p
　
b
i
ｔ
i
d
i
日
「
求
め
て
余
が
記
せ
り
。
」
と
云
ふ
様
な
特
別
な
語
句
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
と
一
Ｍ
つ
て
ゐ
る

　
　
　

が
、
此
の
語
句
は
唯
Ｔ
ｕ
ｄ
ｕ
ｎ
ｇ
　
４
ｉ
る
語
を
含
む
文
書
に
限
る
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
文
書
（
Ｉ
に
Ｊ
Ｓ
ｐ
.
　
Ｎ
ｏ
.
　
１
.
６
.
１
１
｡
　
Ｕ
Ｒ
Ｉ
）
１
３
９
）
に

　
　
　

も
同
じ
様
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
斯
る
勘
か
ら
考
へ
て
も
、
１
ｕ
ｄ
ｕ
ｎ
ｇ
た
る
語
に
営
然
具
へ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
説
か
れ
て
ゐ
る
「
官

　
　
　

職
名
」
と
云
ふ
意
味
は
出
て
来
な
い
。

　
　
　
　

以
上
十
二
世
紀
よ
り
十
四
世
紀
に
亘
る
中
央
亜
細
亜
に
於
け
る
畏
吾
兄
ト
ル
Ｊ
人
の
法
律
文
明
で
一
r
f
　
－
メ
ン
ト
を
、
浸
學
非
才

　
　
　

を
も
顧
み
す
、
國
民
文
明
の
兄
地
か
ら
叙
べ
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
具
摯
な
ト
ル
Ｊ
法
律
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
此
等
の
文
書
中

　
　
　

に
吾
人
が
見
落
し
た
更
に
重
要
な
諸
問
題
が
あ
る
で
あ
ら
う
こ
と
、
而
し
て
其
等
が
何
よ
り
も
ま
づ
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
こ

　
　
　

と
を
云
ひ
度
い
。
中
央
亜
細
亜
文
明
の
創
建
者
で
あ
る
ト
ル
ご
人
の
此
の
地
方
に
於
け
る
影
響
力
と
役
割
は
、
ト
ル
ご
國
民
文
明
の

　
　
　

見
地
か
ら
見
て
、
其
の
不
滅
に
し
て
偉
大
な
寄
呉
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
此
の
事
賓
を
明
ら
か
に
し
、
此
の
事
賓
が
古
代
吐
火
羅
、
印

　
　
　

度
、
支
那
等
に
對
し
て
有
す
る
諸
種
の
開
係
を
確
め
る
こ
と
は
、
畢
竟
創
設
尚
日
も
浅
き
我
が
大
學
の
員
摯
な
法
律
研
究
者
に
課
せ

　
　
　

ら
れ
た
國
民
的
義
務
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
余
の
義
務
は
唯
文
書
中
に
見
出
さ
れ
る
法
律
的
表
現
と
用
語
を
差
常
り
材
料
の
形
式
で
彼

5
2

　
　

等
に
提
供
す
る
事
で
あ
る
。
こ
の
目
的
に
従
っ
て
そ
の
１
　
考
書
目
を
上
に
掲
げ
て
お
い
た
畏
吾
兄
法
律
文
書
中
に
見
え
る
術
８
　
、
表
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5
2
2

　
　

現
、
種
々
の
地
方
税
の
名
稀
等
に
出
来
得
る
限
り
詳
考
を
加
へ
て
此
處
に
唇
表
す
る
。
残
念
乍
ら
此
の
場
合
に
も
悔
悉
く
が
完
全
な

　
　
　

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
自
ら
認
め
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
書
解
讃
に
存
す
る
訣
陥
と
誤
謬
、
就
中
畏
吾
兄
祀
會
生
活
を
明
ら
か
に
す
る

　
　
　

に
足
る
材
料
の
訣
除
が
或
る
種
の
問
題
に
と
っ
て
は
障
害
と
な
っ
て
ゐ
ぢ
の
で
あ
る
。

①

　

K
l
e
m
e
i
i
ｔ
ｚ
　
Ｄ
.
｡

　
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
t
ｅ
ｎ
　
Ｕ
ｂ
ｅ
r
　
Ｈ
ｉ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
ｄ

Ｋ
ｏ
ｉ
ｉ
.

　
　
Ａ
ｋ
ａ
ｄ
.

　
ｄ
.

W
i
ｓ
ｓ
.
　
ｚ
ｕ

Ｓ
t
.
　
Ｐ
ｅ
t
ｅ
ｒ
ｓ
Ｖ
ｍ
ｅ
　
i
m
　
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
　
１
＾
９
Ｓ
　
ａ
ｕ
ｓ
-

i
t
ｉ
ｏ
ｎ

ｎ
ａ
ｃ
ｈ
　
Ｔ
ｕ
　
ｆ
ａ
ｎ
.
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
.
　
１
.
　
　
１
Ｓ
０
９
.
　
.
Ｓ
　
５
５

⑦

　

此
ら
の
資
料
は
左
記
の
旅
行
報
告
に
原
物
が
圖
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

(
-
i
ｒ
i
i
n
v
ｖ
ｅ
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ａ
.
｡
　
Ｂ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
t
　
i
i
U
e
r
　
ａ
ｃ
r
ｈ
ａ
ｅ
ｏ
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A
ｄ
ｈ
.
　
ｄ
.
　
Ｋ
ｏ
:
i
.
　
ｎ
ａ
ｙ
.
　
Ａ
ｋ
.
　
ｄ
.
　
W
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
.
｡
　
＾
!
ｕ
l
.
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡
　
Ｐ
ｈ
　
I
.
-
H
i
ｓ
t
　
　
Ｋ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
.
　
２
↑
｡
　
１
.

　
Ｓ
.
　
I
.
-
１
９
６
｡
　
１
９
０
５

A
ｋ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｉ

　
N
m
i
k
｡

　
Ｔ
ｏ
ｍ
　
Ｉ
｡

　
　
L
e
n
i
J
i
ｙ
ｉ
ａ
ｄ
.

　
　
　
　

１
９
２
５
｡
　
　
　
Ｓ
ｔ
.
　
５
５
２
　
＆
　
Ｕ
Ｓ
ｐ
（
=

U
i
ｓ
ｕ
ｒ
i
ｓ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｐ
r
ａ
ｃ
ｈ
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｍ
'
t
l
e
こ
Ｓ
.
　
６
３

　

ラ
ト
ロ
プ
の
登
表
し
た
此
の
テ
ク
ス
ト
の
ト
ラ
ソ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ソ
は
先
づ
好
い
が
、
饌
課
は
非
常
に
不
注
意
で
あ
る
。

　
　
　

１

③

　

Ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｌ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｑ
　
Ａ
｡
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
i
f
t
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｕ
ｒ
ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｕ
ｓ
　
Ｔ
ｉ
ｎ

ｆ
ａ
ｎ
.
　
"
Ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
"
｡
　
Ｂ
ｕ
ｄ
ａ
ｐ
ｅ
'
t
.
　
Ｏ
ｃ
t
ｏ
ｂ
ｅ
ｒ
｡
　
１
９
１
Ｓ

　
Ｓ
.
　
４
４
９
-
４
５
０

　
　

此
の
四
個
の
文
書
は
ラ
ト
ロ
プ
の
最
近
作
Ｕ
Ｓ
ｐ
.
の
Ｎ
　
２
｡
　
７
｡
　
１
３
に
見
え
て
ゐ
る
。

④

　

ル
・
Ｉ
ツ
ク
は
此
の
四
個
の
テ
ク
ス
ト
を
吾
譚
し
、
別
に
幾
ら
か
の
説
明
を
加
へ
て
伺
逸
語
に
饌
課
し
尤
。
彼
は
そ
の
研
究
の
序
文
中
に
於

　
　

て
、
文
書
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
紙
の
種
類
に
就
い
て
論
じ
た
後
、
彼
の
云
ふ
所
は
仝
く
正
し
い
が
、
テ
ク
ス
ト
の
綴
字
法
が
悪
い
こ
と
、
文

　
　

字
の
シ
ス
テ
ム
が
"
Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｄ
Ｌ
Ｕ
-
B
i
l
i
k
”
の
奮
を
襲
つ
て
ゐ
る
こ
と
、
又
蒙
古
文
字
と
此
の
文
字
の
間
に
密
接
な
開
係
が
あ
る
こ
之
等
に
論

　
　

及
し
仁
〇
Ｉ
參
照
･
　
'
Ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
'
　
ｓ
.
　
４
'
０
°
併
し
ル
・
つ
ツ
ク
の
文
書
解
蹟
に
は
多
く
の
明
白
な
誤
り
が
見
出
さ
れ
る
。
Ｓ
ｅ
ｒ
.

Ｍ
ａ
ｌ
ｏ
ｖ
　
の

　
　

Ｚ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
k
i
　
K
o
l
l
e
g
i
i
　
Ｖ
ｏ
ｓ
t
ｏ
ｋ
ｏ
ｖ
ｅ
ｄ
ｏ
ｖ
.
　
ｉ
ｅ
２
５
.
　
Ｉ
.
　
ｓ
.
　
５
５
２
-
５
５
６
に
在
る
批
評
參
・
照
。

④

　

Ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｉ
-
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｑ
　
Ａ
.
　
Ｋ
ｕ
ｒ
ｚ
ｅ
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｆ
ｕ
ｈ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
　
i
n
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｕ
i
ｓ
ｕ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
i
f
t
ｋ
ｕ
ｎ
ｃ
ｌ
ｅ
　
”
M
i
t
t
ｅ
i
l

d
ｅ
ｓ
　
Ｓ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
r
ｓ
　
i
i
i
ｒ
　
Ｏ
　
ｉ
ｅ
ｎ
t
a
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

S
ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
'
、
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
？
　
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
.
　
W
e
ｓ
t
ａ
ｓ
i
a
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
t
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｎ
.
　
１
９
１
９
｡
　
Ｓ
.
　
１
０
３
-
１
０
３

１
・

！

ｌ

！
ｇ

・

ｇ

ｌ
ｌ
１

』

ｉ

１

｜

ﾌ;

ロ

゛i
N
re

図

四●
コ
Ｓ

ゴ
Ｍ
μ

コ

司

-d･
ﾆｺﾞ

ﾕ
S･･
(D

C
●dl
司
ロ

コ，

Cβ
ｎ

ゴ
Ｑ

Ｕ)
ｎ

ゴ
コ，

コ

χ’
ロ

ロ
ａ

ａ

　

］
ｌ

芯
卜ｅ

ご
ロ

ゴ
アＱ

ぐD
コ

ａ

rD
ぴ）

７、

ぐD
∃

－
ｉ
μ
－

t刀

卜
μ

“i

r｀
心
－
n

tｺﾞ

ﾄ
IJ
ご

Cの
ｎ

コ

ｎ》
コ

參

照

ｔ

四●

万
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四･丿

＜

rt
｝

y

ど

ｰ●
Ｆ

「

」Ｆ

Ｃβ－
１

『
ｔ

Ｅ

万

一●-噸－
｜

ｐ
万

一
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ｺ
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④

　

Ｍ
ａ
ｌ
ｏ
ｖ
.
　
Ｓ
.
　
Ｅ
.
｡
　
Ｄ
.
　
ａ
　
i
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n
ａ
ｒ
ｏ
ｄ
ｎ
ｅ
ｓ
t
ｅ
ｙ
　
ｚ
ａ
　
ｅ
ｇ
ｏ
　
ｐ
ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
ｌ
ａ
ｎ
ｕ
｡
　
Ｔ
ａ
ｓ
ｋ
ｅ
ｎ
t
.
　
Ｋ
２
７
　
ｓ
t
-
３
；
７
-
３
９
４

⑦

　

著
書
の
原
名
は
左
の
通
り
。

　
　

W
.
　
Ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｆ
ｆ
｡
　
Ｉ
に
)
i
e
i
i
n
"
｡
ｓ
ｈ
ｅ

●

　
　

Ｍ
ａ
ｌ
ｏ
ｖ
　
　
ｈ
ｅ
r
ａ
ｕ
ｓ
Ｅ
ｉ
ｅ
ｅ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
’
Ｌ
ｅ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
ｉ
ａ
ｌ
｡
　
Ｉ
ｔ
２
８
.

ｓ
.
　
Ｖ
Ｉ
'
l
.

　
　
Ｓ
ｓ
　
３
０
５

本
書
に
は
、
ヾ
Ｉ
フ
の
露
語
序
文
と
小
餅
彙
が
附
加
さ
れ
た
。
後
者
は
ラ
ト
ロ
プ
の
幾
つ
か
の
誤
ｂ
を
訂
す
に
足
る
。
但
し
、
多
数
の
言
葉

が
鮮
書
中
に
況
明
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

　
　
　

n
i
ｙ
ａ
　
Ａ
ｋ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｉ
　
Ｎ
ａ
ｕ
ｋ
”

　
　
Ｉ
.
　
Ｌ
ｅ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
r
ａ
ｄ
｡
　
１
９
ｒ
２
.

　
ｓ
t
.
　
１
２
９
.
　
１
４
９

「
蒙
古
學
」
’
第
三
珊
江
上
波
夫
氏
抄
課
。
參
照
。

⑨
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ｒ
ｏ
ｇ
ｌ
ｕ
　
Ａ
.
　
Ｕ

⑨⑩

t
ｕ
r
ｋ
ｌ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
　
m
i
l
l
i
　
　
ｈ
ｕ
ｋ
ｕ
ｋ
　
　
l
ｓ
ｔ
i
l
a
h
i
a
ｒ
.

　

（
艮
吾
兄
ト
ル
’
人
間
に
於
け
る
岡
有
=
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

　

法
律
用
語
。
）

補
ｉ
Ｓ
　
　
”
ｓ
ｕ
l
a
m
a
”
｡
　
　
”
ｓ
ｕ
ｖ
ａ
ｒ
m
a
"
は
共
に
”
ｓ
ｕ
"
　
ｒ
水
」
を
語
根
と
す
る
も
の
で
Ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｆ
ｆ
は
ぼ
匡
ぽ
ほ
は
と
課
し
て
ゐ
る
。
済
渠
を
穿

っ
て
濯
漑
す
る
も
の
で
は
な
く
、
桶
に
入
れ
た
水
を
注
い
で
廻
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
今
日
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
行
は
れ
て
ゐ
る
潅
漑
方
法
は

（
（
Ｋ
ａ
ｉ
ｅ
ｚ
)
)
に
依
る
も
の
で
、
漸
く
十
八
世
期
末
に
波
斯
よ
り
傅
は
っ
と
も
の
で
あ
る
。
ｎ
「
〇
ｗ
ｅ
ｎ
　
Ｉ
ａ
t
t
i
m
o
ｒ
ｅ
　
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
　
Ｔ
ａ
ｒ
l
a
ｒ
ｙ
　
ｐ
.
　
１
５
６

(
§
1
　
　
　
Ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
　
ｓ
.
４
５
２

⑨

　

Ｂ
ａ
ｎ
ｏ
ｌ
ｄ
.
　
Ｖ
.
　
Ｖ
’
゛
０
ｂ
r
ａ
ｚ
ｏ
ｖ
ａ
ｎ

I
l
l
　
ｐ
ｅ
ｒ
i
i
　
Ｃ
ｉ
ｎ
ｇ
ｉ
ｚ
　
Ｘ
ａ
ｎ
ａ
　
”
Ｚ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
k
i
　
Ｖ
ｏ
ｓ
ｌ
ｏ
９
ｎ
ａ
ｇ
ｏ
　
Ｏ
t
Ｊ
ｅ
ｌ
ｅ
ｎ
'
ｙ
ａ
　
Ｉ
ｍ
ｐ
ｅ
ｉ
ａ
t
ｏ
ｒ
ｓ
ｋ
ａ
ｇ
ｏ
　
　
Ａ
ｒ
ｘ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｊ
ｅ
-

　
　
　
　

ｂ
ｋ
ａ
-
ｏ
　
Ｏ
ｂ
ｓ
ｓ
ｅ
ｓ
t
ｖ
ａ
'
　
Ｖ
ｏ
ｌ
.
　
Ｘ
　
ｄ
.
　
１
０
７
-
１
０
８

⑩

　

口
答
‘
に
此
の
主
題
に
関
係
あ
る
文
書
が
七
通
あ
る
。
Ｎ
ｏ
.
　
１
６
｡
　
５
ｉ
：
　
５
８
｡
　
５
７
｡
　
６
１
｡
　
７
３
｡
　
９
８
.
　
Ｍ
ａ
'
.
ｏ
ｖ
.
　
Ｕ
Ｒ
Ｄ
に
は
”
Ｏ
≫
ｕ
l
l
ｕ
ｋ
”

　

に
譲
渡
。

１

②

芝

○

鴫

C/）

目

｛コ
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1｝

ﾐﾐ

．
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Ｑ

に

§

１

ａ

Ｊ

ｔ

ま

二●

C/）

圃

旦

Q
I

j

回

管

"●

Ｆ

-●
Ｅ

く1

斗

　

「

　

§

･

⊂;

Md●
抑

F4
こﾆ

.j.
Ｚ

ゴ

Q

CO

ｔ

－
μ

り

ゴ

Ｑ。

n

コ

『

コ

Ｊ
次
←

Ｑ

゛i

忿

μ

－
Ｑ

コ｡

μ
－

－●
rり

コ

■3

叫

ｎ
ｙ

ｎ．

Ｑ
－

ゴ

吋

Ｏ

Ｑ●

　

し

Ｑ●

rt

VI

く:

６

軸呻
p

Cβ
Cの

り

M
Cい

･●
ゴ

四d●
r申

閃

｀i
司

　

μs

　

tﾁ

　

Ｓ

　

ロ

　

コ

　

フＱ

　

り

　

コ

　

＜

　

つ

　

コ

　

Ｚ

ヲ

､●
－
｀≪

Ｅ

-●ｘ

ｊ

Ｍ

コ

rや
μ

g1

≪

？

○
モ

､

E

ｘの

§

1･

ｇ’

1

加J●
｀4i
軸

ﾀﾞ

-a
「

？

一●
Ｍ

『



52４

　
　

さ
れ
北
者
の
生
活
縦
件
と
生
活
上
の
謝
問
題
に
蒔
保
し
た
二
通
の
注
意
す
べ
き
文
書
が
あ
る
。
Ｏ
.
ｆ
ｉ
-
０
.
８

⑩

　

Ｍ
ａ
ｌ
ｏ
ｖ
.
　
Ｕ
Ｒ
Ｄ
　
Ｓ
t
.
　
ｌ
Ｍ
に
本
問
題
の
解
明
に
支
す
る
二
通
の
明
白
な
特
長
あ
る
文
書
が
存
す
る
。

　

ｍ
ｅ
ｎ

　
Ｔ
ｕ
ｉ
ｎ
ａ
ｋ
　
　
Ｓ
ｕ
ｖ
ａ
ｎ
t
i
　
　
ｙ
(
ｅ
)
ｍ
ｅ

　
　

ｏ
ｇ
ｌ
ｕ
m
　
ｂ
ａ
ｍ
ｂ
ａ
ｄ
ｕ
　
b
i
l
e
　
t
i
i
ｚ
　
i
i
l
i
i
ｓ
Ｕ
ｉ
ｋ
　
ｋ
t
l
i
p
　
ｏ
＾
ｕ
l
l
a
n
ｕ
　
a
l
d
i
m

余
は
ト
ウ
イ
ナ
ク
、
シ
ル
ゲ
ア
ン
テ
イ
を
"
o
g
i
l
l
ｕ
ｋ
”
と
し
て
迎

　

・

　

へ
宣
子
サ
ッ
バ
ド
ウ
と
「
同
等
ノ
分
前
ヲ
有
ス
ル
モ
こ
（
江
上
氏
譚
）
と
し
た
ｌ
ｌ
印
ち
両
人
と
も
同
様
に
等
し
い
（
酋
産
相
綾
の
）
複
利
を

　
　

享
有
し
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

⑥

　

補
注

　

原
語
は
(
(
ｂ
ａ
ｋ
-
£
ｙ
l
a
ｒ
)
)
　
(
ｂ
ａ
＞
c
i
l
a
ｒ
)
で
あ
る
。
紀
陶
の
烏
魯
木
沓
雑
記
（
小
方
壷
沓
輿
地
叢
抄
第
二
峡
所
牧
）
に
烏
魯
木
沓
の
民
戸

　
　

に
五
種
（
民
戸
、
商
戸
、
兵
戸
、
安
挿
戸
、
遣
戸
）
の
別
あ
る
こ
と
を
云
ひ
、
次
い
で
ぃ
「
又
有
二
所
’
謂
園
戸
者
「
租
‘
一
官
地
‘
以
種
’
一
５
悉

　
　

毎
畝
納
こ
銀
一
銭
　
０
時
末
時
去
。
不
ｙ
在
二
戸
籍
之
数
‘
也
。
」
と
記
し
て
ゐ
る
も
の
に
相
違
な
い
の
で
園
戸
と
課
し
た
。

⑩

　

補
注

　

ｒ
】
Ｑ
コ
（
意
味
不
明
）
も
あ
る
が
、
そ
の
他
に
"
ａ
ｌ
ｂ
ａ
ｎ
”
　
"
ｊ
ａ
ｓ
ａ
ｋ
”
等
云
ふ
税
目
が
見
え
る
。
〔
ｑ
？
ｚ
ｏ
・
ａ
〕
ａ
ｌ
ｂ
ａ
ｎ
は
ア
ハ
メ

　
　

ッ
ト
の
ウ
イ
グ
ル
僻
彙
に
「
等
働
を
以
て
支
櫛
は
れ
る
賦
税
」
と
あ
り
、
賦
に
常
る
べ
し
。
首
Ｓ
は
Ｆ
ａ
ｖ
ｅ
t
　
ｄ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｕ
i
t
e
i
l
l
e
の
東
部
ト

　
　

ル
二
叩
鮮
典
に
「
毛
皮
を
以
て
支
柿
ふ
税
」
と
あ
る
。

⑩

　

補
注

　

i
ｓ
ｃ
ａ
　
Ｔ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
は
何
人
か
不
明
で
あ
る
が
、
…
…
ｓ
ａ
ｎ
　
Ｅ
ｕ
ｋ
ａ
は
文
書
に
Ｔ
ｏ
ｋ
ｌ
ｕ
ｋ
　
Ｔ
ａ
ｎ
ｉ
ｉ
ｉ
ｒ
の
名
を
見
る
こ
と
よ
り
し
て
、
彼
の

　
　

父
な
・
り
し
Ｉ
ｓ
ａ
ｎ
　
Ｂ
ｕ
ｋ
ａ
　
(
I
ｓ
ａ
ｎ
　
Ｅ
ｕ
ｇ
ｈ
ａ
）
の
こ
と
に
相
違
な
い
。
〔
Ｔ
ｈ
ｅ
　
　
■
J
'
ａ
r
ｉ
ｋ
ｈ
-
i
-
Ｋ
ａ
ｓ
h
i
d
i
.
　
　
t
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
l
a
t
ｅ
ｄ
　
ｂ
ｙ
　
　
Ｎ
.
　
E
l
i
a
ｓ

　
　
＆
　
Ｅ
.
　
Ｄ
.

　
　

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
.
t
）
・
ご

⑩

　

補
注

　

Ｕ
Ｓ
ｐ
.
　
Ｎ
ｏ
　
　
２
０
に
完
全
に
名
を
存
し
て
ゐ
る
も
の
に
、
Ｏ
’
Ｓ
ｄ
ａ
ｉ
汗
あ
り
。
ア
ハ
ｘ
ツ
ト
氏
の
云
ふ
が
如
く
Ｔ
ｏ
ｋ
ｌ
ｕ
ｋ
　
Ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
ｉ
ｒ
汗

　
　

丈
で
は
な
い
°
　
Ｔ
ｏ
ｋ
ｌ
ｕ
ｋ

Ｔ
ａ
ヨ
i
i
ｒ
は
察
合
台
後
王
で
最
初
に
回
数
に
帰
依
し
た
人
と
し
て
、
同
数
史
上
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
〔
Ｔ
ｈ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　

Ｔ
ａ
ｒ
ｋ
ぼ
に
ぽ
唐
d
i
　
ｐ
.
　
７
｡
　
１
０
-
１
５
　
　
　
ｅ
t
ｃ
〕

　

西
域
水
道
記
巻
四
に
阿
里
璃
圖
（
ア
ル
て

　
　

こ
と
を
云
ふ
が
Ｓ
ｔ
＾
　
Ｔ
ｏ
ｋ
ｌ
ｕ
ｋ
　
Ｔ
ａ
ｍ
Ｕ
ｒ
汗
に
他
な
ら
ぬ
。

◎

　

補
注

　

ｂ
ａ
ｇ
｡
　
ｂ
ａ
ｈ
ｎ
ａ
（
波
斯
語
）
Ｂ
ａ
ｂ
ｉ
ｉ
ｒ
　
Ｎ
ａ
ｍ
ａ
に
は
同
語
系
の

　

ｂ
ａ
.
;
ｈ
ｃ
ｈ
ａ
　
ｂ
ａ
ｇ
ｈ
t
V
t
'
　
ｂ
ａ
ｇ
ｈ
ｌ
ａ
ｒ
　
＊
混
用
し
、
そ
の
間
或
ひ
は
意
味
の
相

　
　

違
あ
る
か
と
思
は
れ
る
が
畏
吾
児
文
書
に
就
い
て
は
斯
袱
な
区
別
が
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ｃ
ｆ
.

　
　
Ｂ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
ｅ　
Ａ
.
　
　
Ｓ
.
｡
　
１
　
ａ
ｂ
ｕ
ｒ

　
　

Ｎ
ａ
ａ
ｍ
　
ｐ
.
　
５
　
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
.
　
４

⑩

　

補
注

　

ア
ハ
メ
ツ
ト
氏
は
此
の
個
處
に
於
い
て
は
(
(
n
i
ｓ
ａ
ｎ
)
)
　
＾
署
名
の
こ
と
ｓ
し
て
ゐ
る
が
、
ウ
イ
グ
ル
語
餅
彙
に
は
(
(
ｄ
ａ
ｍ
＾
ａ
)
;
と
同
一

　
　

親
し
て
ゐ
る
。
同
鴉
文
女
子
貰
渡
文
書
（
東
洋
學
報
第
六
泰
二
七
五
－
六
頁
）
に
、
（
（
一
Ｉ
コ
）
）
－
・
宣
は
（
（
ロ
ー
ー
コ
）
）
の
謨
！
―
は
(
(
t
a
m
≫
-
i
)
)
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5２S

　
　

ａ
ヨ
？
）
と
同
じ
か
ら
す
信
記
の
云
ひ
な
る
べ
し
。
と
し
た
る
に
挺
ふ
べ
き
様
で
あ
る
。
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

略
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

⑩

　

Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｆ
ａ
ｈ
ｒ
ｄ
ｔ
は
友
人
の
助
言
に
基
い
て
此
の
語
を
”
ｅ
ｖ
t
ｅ
ｇ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ
”
　
（
家
に
在
る
者
、
家
族
）
の
形
に
改
め
よ
う
と
し
た
。
〔
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
m
ｕ
l
e
ｒ
-
-
-

　
　

Ｓ
.
６
９
.
　
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
.
２
ｒ
自
分
は
此
の
語
を
〇
ｒ
ｋ
ｈ
ｏ
ｎ
碑
文
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
様
に
ｇ
咀
也
と
信
す
。
〔
Ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｆ
ｆ
｡
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
A
l
t
t
ｎ
ｉ
ｋ
.
　
T
n
ｓ
ｅ
ｈ
r
i
f
.

　
　

ｄ
ｃ
ｒ
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｃ
ｌ
ｅ
ｉ
｡
　
Ｓ
:
　
３
３
２
-
３
Ｃ
Ｄ
Ｔ
　
Ｍ
ａ
ｌ
ｏ
ｖ
　
＊
ｂ
此
の
形
を
探
つ
て
ゐ
る
。
〔
Ｄ
Ｕ
Ｄ
　
Ｓ
.
３
９
１
〕

＠

　

併
し
、
其
の
主
題
に
開
し
て
は
別
に
取
立
て
こ
ｗ
ふ
こ
と
も
な
い
。
幾
つ
か
の
稀
な
契
約
文
に
就
い
て
、
日
附
が
記
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
つ

　
　

仁
様
で
あ
る
。
〔
Ｕ
Ｓ
ｐ
.
　
Ｎ
.
　
５
１
此
は
６
０
の
誤
か
。
〕
國
家
と
人
民
間
に
結
ば
れ
た
契
約
の
日
附
も
文
書
に
は
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
其

　
　

は
恐
ら
く
君
主
の
名
が
文
面
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

⑩

　

ト
ル
つ
の
十
二
支
紀
年
法
に
就
い
て
は
左
記
諸
書
參
照
。

　
　

Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
　
;
　
Ｉ
.
ｅ
　
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
　
t
ｕ
ｒ
ｃ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｏ
ｕ
ｚ
ｅ
　
ａ
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｕ
ｘ
.
　
Ｔ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
　
Ｐ
ａ
ｏ
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
｡
　
１
９
０
６

　
　

Ｋ
ａ
t
ａ
ｎ
ｏ
ｖ
　
:
　
Ｖ
ｏ
ｓ
ｔ
ｏ
ｃ
ｎ
ａ
ｙ
ａ
　
Ｘ
ｒ
ｏ
t
ｉ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ａ
…
…
…
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
｡
　
１
９
２
０
.
　
　
　
ｓ
.
　
２
１
９

　
　

Ｐ
ａ
ｎ
t
ｕ
ｓ
ｏ
ｖ
こ
Ｖ
Ｉ
ｓ
t
ｅ
ｒ
　
i
i
a
l
e
i
ｙ
　
ｋ
　
i
ｚ
ｕ
ｃ
ｅ
ｎ
ｉ
ｙ
　
ｎ
ｎ
ａ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ｙ
ａ
　
ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｙ
．
：
Ｖ
ｉ
ｐ
.
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
.
　
Ｋ
ａ
ｚ
ａ
ｎ
｡
　
１
９
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　

Ｂ
ａ
ｒ
ｔ
ｏ
ｌ
ｄ
　
;
　
Ｍ
ｅ
ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ａ
ｓ
i
a
t
i
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
｡
　
Ｐ
ｅ
ｌ
ｒ
ｏ
ｉ
ｇ
ｒ
ａ
ｄ
｡
　
１
９
２
１
.
　
　
　
ｐ
.
　
１
７
６
７

⑩

　

補
注

　

前
掲
同
隔
文
女
子
夏
波
文
書
參
照
。

⑩

　

補
注

　

著
者
は
オ
ル
ー
ン
の
突
朕
に
對
し
て
Ｇ
Ｓ
ｋ
-
t
ｕ
i
c
（
青
き
ト
ル
つ
、
天
生
ト
ル
’
の
謂
）

　

な
る
表
現
を
用
ひ
て
を
り
、
一
般
に
ト
ル

　
　

一
に
て
は
斯
権
に
云
ふ
こ
と
H
i
i
ｓ
ｅ
ｙ
i
n
　
Ｎ
ａ
ｍ
ｉ
ｋ
　
Ｏ
ｉ
ｋ
ｕ
ｎ
氏
の
Ｅ
ｓ
k
i
　
t
ｕ
ｒ
ｋ
　
Ｙ
ａ
ｚ
i
t
l
a
ｒ
ｉ
の
序
文
に
見
え
て
ゐ
る
。
此
は
一
八
九
六
年
の

　
　

ｒ
兵
の
用
例
を
襲
っ
た
も
の
で
、
不
適
寓
な
る
こ
と
既
に
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ｓ
ｅ
ｎ
が
説
い
て
ゐ
る
。
〔
Ｔ
ｕ
ｒ
ｃ
ｉ
ｃ
ａ
｡
　
M
e
i
m
i
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
l
a
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｉ
ｅ
　
Ｆ
ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　

０
ｕ
ｇ
ｒ
i
e
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｘ
Ｘ
Ｘ
　
１
９
１
６
　
ｐ
.
　
１
０
｡
　
ｎ
ｏ
t
ｅ
　
１
０

⑩

　

畏
吾
兄
年
の
第
一
月
で
あ
る
°
　
”
A
l
ｔ
ｕ
ｎ
　
ｙ
ａ
ｒ
ｕ
ｋ
”
　
(
<
Ｒ
光
明
紺
）
で
は
ａ
ヨ
Ｒ
の
形
を
取
る
。
［
Ｓ
ｕ
ｖ
ａ
ｒ
ｎ
ａ
ｐ
;

ａ
ｂ
ｈ
ｔ
ｅ
ａ
　
ｓ
.
　
５
Ｓ
９
｡
　
１
９
］
　
Ａ
Ｕ
ｕ
ｎ

　
　

〇
ｒ
ｄ
ａ
　
<
ｆ
ｅ
帳
汗
國
の
法
令
で
は
ｍ
ａ
ｈ
ａ
ｎ
ｅ
ｍ
月
と
な
つ
て
ゐ
る
。

v
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｏ
ｖ
ｂ
Ｋ
　
ｙ
こ
ｙ
「
９
ｒ
ｏ
哭
Ｑ
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'
Ｔ
ｏ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
ｎ
　
Ｓ
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ
ｉ
ｋ
”
　
i
.
　
ｓ
.
　
５
３
２

Ｂ
ｉ
ｒ
ｕ
ｒ
ｉ
は
此
の
月
を
知
ら
ぬ
。
〔
Ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
　
;
　
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
Ｒ
ｉ
ｅ
　
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
t
a
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｏ
'
ｋ
ｅ
ｒ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ａ
ｌ
ｂ
ｅ
r
ｎ
ｕ
ｉ
.

L
ｅ
ｉ
ｐ
ｚ
i
g
｡
　
１
６
７
８
.
　
　
　
Ｓ
.
　
７
１
〕
同
じ

ｙ

Ｅ

ｒ

Ｑ

Ｉ

μ

り･
§

W●
｀4i

F

ll

コ

○

｀を

一
管

ｉ

∃

ｘ

ｌ

ヨ
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S
O
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S
!

I
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O
§
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語
は
（
い
ｏ
ｋ
-
T
i
i
i
k
に
於
い
て
も
用
ひ
ら
れ
仁
。
Ｃ
Ｍ
ａ
r
ｑ
ｕ
a
p
t
　
;
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
r
ｏ
ｎ
ｏe
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
A
l
t
l
i
i
ｒ
k
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
I
n
ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｆ
ｉ
ｅ
ｎ
｡
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｐ
ｚ
i
g
｡
　
１
８
９
８

－
－

　

い
・
巳
－
呂
〕

⑩

　

「
断
食
の
月
」
の
意
味
で
あ
る
。
元
の
意
味
は
法
典
・
訓
１
　
・
原
則
・
命
令
で
ｅ
ｖ
ａ
ｎ
ｉ
ｉ
ｎ
　
i
l
a
h
i
ｙ
ｃ
'

　

（
聊
ノ
命
令
）
も
意
味
す
る
。
〔
ｎ
ｈ
ａ
-

　

ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｃ
t
　
P
e
l
l
i
o
ｔ
　
:
　
Ｕ
ｎ
　
t
i
a
i
t
ｅ
　
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｎ
…
…
゛
Ｑ
ｃ
’
】
’
‘
Ｊ
Ｑ
一
Ａ
ｓ
i
a
l
i
ｑ
ｕ
ｅ
｡
　
　
１
９
１
３
.
　
ｐ
.
　
Ｉ
ｌ
ｌ
｡
　
３
１
０
及
び
Ｕ
ｉ
ｃ
ｉ
ｉ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
　
I
｡
　
Ｓ
.
　
４
７
參
照
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　

蒙
古
人
問
に
於
い
て
も
此
の
意
味
を
持
つ
て
ゐ
る
。

　

〔
補
〕

　

Ｃ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｐ
ｕ
t
=
Ｃ
ｘ
ｓ
ａ
ｐ
ｔ
=
Ｃ
ｎ
ｓ
ｐ
t
　
ｅ
t
ｃ
　
　
＾
Ｓ
ｋ
ｒ
.
　
Ｓ
ｉ
ｋ
ｓ
ａ
ｐ
ａ
ｄ
ａ

⑩

　

此
ら
の
句
は
諸
家
に
依
り
様
々
の
解
稗
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

A
.
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
ｉ
-
ｅ
　
Ｌ
-
ｏ
ｑ
こ
Ｍ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
　
１
９
１
９
.
　
　
　
Ｓ
’
１
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　

－

　

Ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｆ
ｆ
　
;

／
Ｖ
ｂ
ｈ
　
｡
　
ｄ
.
　
Ｒ
ａ
ｖ
.
　
Ａｃ
ａ
ｄ
.
　
ｄ

　
　
W
i
ｓ
ｓ
.
　
１
５
０
６
.

Ｂ
ｄ
.
　
２
４
.
　
　
　
Ｓ
’
勿
へ

H
e
i
'
i
'
ｌ
ａ
ｈ
ｒ
ｄ
t
　
:
　
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
m
ｕ
'
ａ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
i
i
i
　
r
ｕ
ｄ
ｓ
ｃ
ｌ
ｉ
ｅ
ｎ
　
Ｒ
ｔ
ｃ
ｈ
t
ｓ
ｕ
ｒ
ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｓ
.
　
６
３

⑧

　

k
i
ｓ
i
と
云
ふ
語
は
畳
吾
兄
文
書
に
於
い
て
種
々
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
［
人
間
］
‘
「
男
」
・
「
女
」
等
の
意
味
で
使
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
あ

⑩⑩

一一66-

S
｡
２
４
Ｔ
　
Ｍ
ａ
ｌ
ｏ
ｖ
は
此
の
語
を
導
ら
「
男
」
・
「
人
」
の
意
味
に
恟
…
し
た
。
〔
Ｕ
Ｓ
ｐ
.
　
Ｓ
.
　
２
３
４
-
（
補
)
　
t
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｌ
　
ｏ
ｖ
ｅ
ｋ
（
人
）
と
の
み
記
す
。
〕
時
に

は
久
夫
或
ひ
は
配
偶
者
の
意
味
が
有
る
。
〔
Ｕ
ｉ
ｇ
ｕ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
.
　
１
１
１
｡
８
１
｡
　
３
〕
及
び
〔
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
｡
　
Ｔ
ｕ
i

I
'
ｒ
i
e
f
e
　
ａ
ｕ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
ｂ
ｅ
r
l
i
n
e
ｒ
　
Ｕ
ｎ
ｇ
ａ
-

J
ａ
ｈ
ｒ
ｂ
ｔ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
"
｡
　
ｌ
Ｖ
'
Ａ
ｂ
｡
　
Ｋ
ｄ
.
　
Ｖ
.
　
Ｈ
ｅ
ｆ
t
　
２
-
３
.
　
　
Ｓ
.
　
２
４
５
３
自
分
は
此
の
語
の
最
後
の
意
味
を
寧
ろ
禅
び

度
い
。
何
と
な
れ
ば
「
自
分
の
子
」
「
自
分
の
弟
」
の
様
な
家
族
員
を
指
す
表
現
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
考
へ
る
と
、
唯
「
妻
」
の
・

意
味
を
具
有
す
べ
き
も
の
と
息
ふ
か
ら
ズ
あ
る
。
例
へ
ば
一
文
書
〔
Ｕ
ｓ
ｐ
.
　
Ｓ
.
　
２
５
３
に
b
i
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｊ
ｅ
　
ｂ
ａ
ｒ
　
ｙ
ｏ
ｋ
　
ｂ
ｏ
ｌ
ｓ
ａ
ｒ
　
ｍ
ｅ
ｎ
　
k
i
ｓ
i
m
　
t
i
i
u
ｌ
ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｏ
ｏ

o

1
^
６
ｎ
ｉ
　
b
i
ｒ
ｚ
ｕ
ｎ
と
あ
る
句
の
意
味
は
（
支
彿
以
前
に
も
し
余
が
死
す
れ
ば
同
様
に
余
の
妻
が
支
彿
ふ
で
あ
ら
う
。
）
と
云
ふ
こ
と
で
、
此
又
上

の
考
を
支
持
す
る
に
足
ら
う
。
［
Ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
w
i
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
　
;
　
Ｆ
ａ
ｂ
＾
i
i
ｚ
i
ｓ
　
Ｓ
ｙ
ｎ
t
ａ
ｘ
　
？
　
３
］
　
-
^
つ
と
も
夫
に
對
し
て
も
同
じ
語
が
用
ひ
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
ｏ

Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｆ
ａ
ｈ
.
ｄ
t
前
掲
論
文
Ｓ
.
　
１
０
１
.
　
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
　
１

支
那
人
に
依
っ
て
も
用
ひ
ら
れ
た
此
の
四
角
い
印
章
の
こ
と
は
Ｂ
ａ
ｆ
ｅ
ｕ
ｒ
の
自
叙
傅
中
に
も
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
Ｓ
ｕ
l
t
ａ
ｎ
　
Ａ
ｂ
ｕ
　
Ｓ
ａ
ｉ
t
　
M
i
ｒ
ｚ
ａ

る
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にｽﾞ]
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ロ

ロ
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＜
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ｐ
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Ｓ
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コ
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w
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コ
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－
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コ
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＠⑩⑩
ヨ
ｃ
ｅ
ｈ
ｒ
ｓ
ｕ
ｙ
　
Ｍ
ｉ
ｈ
ｒ
i
　
ｂ
ｕ
ａ
ｄ
ａ
　
i
d
i
　
(
ス
ル
タ
ン
、
ア
ブ

‘
・
サ
イ
ド
ー
ミ
ル
ザ
の
四
角
い
印
章
は
此
處
に
･
ｐ
ｊ
.
r
>
ｙ
ｎ
)
。
―
－
嘩
者
。
原
文
ア
ラ
ピ

ャ
文
字
を
現
行
文
に
寫
し
仁
。
）

〔
補
〕

　

著
者
は
９
ｂ
ｂ
叢
書
中
の
Ｂ
ａ
ｂ
ｉ
ｉ
ｒ
　
ｎ
ａ
ヨ
I
に
据
つ
て
ゐ
る
旨
を
注
し
て
ゐ
る
が
出
所
が
明
ら
か
で
な
い
。
同
書
の
著
者
な
る
Ｂ
ｅ
ｖ
ｅ
-

ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
女
史
に
は
別
の
同
書
に
据
る
譚
本
〔
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｕ
.
-
ｎ
ｎ
ｍ
ａ
　
i
n
　
Ｅ
ｎ
ｓ
l
ｓ
ｈ
　
２
　
Ｖ
ｏ
ｌ
.
'
１
９
２
２
｡
　
Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｉ
Ｏ
’
Ｃ
あ
る
の
で
參
照
し
だ
。
處
第
二

十
八
頁
に
Ｈ
ｅ
　
(
M
i
ｒ
　
（
Ｉ
ｈ
ｉ
ｙ
ａ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｈ
ａ
．
）
ｈ
ｎ
ｄ
　
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
　
M
i
ｒ
ｚ
ａ
'
ｓ
　
ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
　
ｓ
ｅ
ａ
ｌ
　
e
ｔ
ｃ
.
と
め
っ
た
。

『
』
ぼ
ぷ
ｇ
）
）
と
（
百
日
？
）
）
の
開
係
は
ア
ハ
メ
ッ
ト
氏
に
良
く
了
解
さ
れ
て
を
ら
ぬ
如
し
。

Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｆ
ａ
ｈ
ｒ
ｄ
ｔ
前
掲
論
文
Ｓ
.
　
１
０
２

Ｕ
Ｓ
ｐ
.
　
Ｎ
.
　
１
８
｡
　
５
２

往
時
、
ア
ヴ
ア
ー
ル
人
、
カ
ザ
ー
ル
人
問
に
於
い
て
t
ｕ
ｄ
ｕ
ｎ
ｇ

　

の
形
で
用
ひ
ら
れ
た
此
の
１
　
の
意
味
は
「
總
督
」
「
知
事
」
で
あ
る
。
〔
Ｅ
.

（
-
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｒ
.
ｅ
ｓ
　
;
　
I
'
ｏ
ｃ
ｕ
ｎ
ｊ
ｅ
ｎ
t
ｓ
　
ｓ
ｕ
ｒ
　
I
e
ｓ
　
Ｔ
ｏ
ｕ
-
K
i
i
i
e
　
ｒ
ｃ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
t
ａ
ｕ
ｘ
.
　
ｐ
｡
　
２
４
｡
　
５
２
］
　
Ｇ
ｏ
ｋ
-
t
i
i
ｒ
ｃ
及
び
唐
代
同
乾
人
で
は
「
官
職
位
階
名
」
で

あ
る
。
〔
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ｓ
ｅ
ｎ
　
;
　
I
n
ｓ
ｃ
r
i
p
t
ｉ
ｏ
ｎ
-
;
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
Ｏ
ｉ
ｋ
ｈ
ｏ
ｎ
　
ｐ
　
１
５
４
｡
　
Ｆ
.
　
W
.
　
Ｋ
.
　
M
i
i
l
l
e
ｒ
｡
　
Ｕ
ｅ
ｖ
　
Ｈ
ｏ
ｆ
ｓ
t
ａ
ａ
t
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
U
i
ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
ｎ
-
Ｋ
ｏ
ｎ
ｉ
ｇ
r
ｓ
　
”
Ｆ
ｅ
ｓ
i
-

Ｓ
'
:
l
i
ｒ
i
f
ｔ
　
W
i
l
h
e
l
m
　
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ｓ
ｅ
ｎ
”
　
Ｓ
.
　
２
１
２
-
２
１
３
Ｔ
　
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ｓ
ｅ
ｎ
及
び
Ａ
　
i
l
l
e
ｒ
は
此
の
語
を
支
那
語
の
「
都
督
」
か
ら
由
来
し
仁
も
の
と
考

へ
て
ゐ
る
。
Ａ
ｓ
m
a
i
i
n
（
人
名
？
）
の
、
”
シ
ャ
紀
傅
家
等
が
、
古
代
ブ
ル
ガ
リ
ャ
ト
ル
＝
人
の
言
葉
だ
と
記
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
（
。
’
ゴ
ヨ
ー
）
）

な
る
語
は
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